Express サーバや添付のソフトウェアの特長、導入の際に知っておいていただきたい事柄について説明し 
ます。また、セットアップの際の手順を説明しています。ここで説明する内容をよく読んで、正しくセツ 
トアップしてください。 


知っておきたいこと （—2 ページ） . 本製品の特長や添付(または別売品)のソフトウェ 

ア、および各種オプションとソフトウェアの組み 
合わせによって実現できるシステム管理のための 
機能について説明しています。 


導入にあたって (—8 ページ) 


お客様登録(―12ページ) 


セツトアップを始める前に卜13ページ) 


Windows Server 2003のセツトアップ （—15 ページ) 


Windows 2000のセツトアップ (—38 ページ) 


..Express サーパをご利用されるシステムを構築す 
る際に知っておいていただきたい事柄や、参考と 
なるアドバイスが記載されています。 

，.お客様登録の方法について説明しています。 
Express 5800シリーズ製品に関するさまざまな 
情報を入手できます。ぜひ登録をしてください。 

，.セットアップの順序を説明します。お使いになる 
オペレーティングシステムや購入時の本体によっ 
てもセットアップの方法は異なります。 

..Windows Server 2003で運用する場合のシステ 
ムのセットアップの方法について説明していま 
す。 

..Windows 2〇〇〇で運用する場合のシステムの 
セツトアップの方法について説明しています。 
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知っておきたいこと 

本装置について知っておいていただきたいことがらを記載しています。導入の前にご覧ください。 


装置外観 


導入の際に知っておいていただきたい各部の名称と場所を次に示します。増設や運用時に 
知っておいていただきたい各部の名称や機能については「ハードウエア編」をご覧ください。 

<装置前面> 

ご購入された装置の型番によりフロントマスクのデザインが異なっております。 




<装置背面> 
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お買い求めになられた本製品の特長を次に示します。 


■性能 

• Intel® Pentium® 4 Processor/Intel® 



Celeron™ Processor 搭載 


• 高速 1 〇〇 BASE-TX/1 〇 BASE-T インタフエース 


(1 〇〇 Mbps/10Mbps 対応 ) 


• 高速ディスクアクセス （Ultra ATA1 〇〇対応 ) 


圏信頼性 

• 温度検知 
• パスワード機能 

• CPU ファン回転監視機能 
• 電圧監視機能 

• メモリ監視機能 （ 1 ビットエラー 
訂正 /2 ビットエラー検出） 



• ESMPRO/ServerAgent 
參 ESMPRO/ServerManager 



己診断機能 


• Power On Self-Test (POST) 
• テスト診断 （ TeDoLi) 



ぐに使える 


ビルド • トウ•才ーダーによりあらがじ 
め使用する〇 S のインストールやオプ 
シヨンの取り付けを指定できます。 


圍富な機能搭載 




參 El Torito Bootable CD-ROM(no emulation 
mode ) フォー マツ トをサポ_卜 
• グラフ イツクスアクセラレータ 「RAGE XL 」 
採用 

• リモートパワーオン機能 
• AC-LINK 機能 


• EXPRESSBUILDER (システムセットアップユーティリティ） 

• ExpressPicnic (セットアップパラメータ FD 作成ユーティリ 
ティ） 

• SETUP (CMOS Setup ユーテイリテイ） 



スリープ機能を サボー ト（オプション 
ボードによっては機能しないものも 
ある） 


• PCI バス X5 スロット（ロングボードは PCI スロット 2 と 5 のみ ) 
• 最大 1GB のメモリ （ 512MBX2 枚： DIMMX3 スロット） 

• USB2.0 対応 





















Express サーバでは、高い信頼性を確保するためのさまざまな機能を提供しています。 

各種リソースの冗長化や、ディスクアレイなどといったハードウェア本体が提供する機能 
と、サーバ本体に添付されている ESMPR 〇などのソフトウェアが提供する監視機能との連 
携により、システムの障害を未然に防止または早期に復旧することができます。 

また、停電などの電源障害からサーバを守る無停電電源装置、万一のデータ損失に備えるた 
めのバックアップ装置などといった各種オプション製品により、さらなる信頼性を確保する 
ことができます。 

各機能はそれぞれ以下のハードウエアおよびソフトウェアにより実現しています。 


管理分野 

必要な八ードウエア 

必要なソフトウェア 

サーバ管理 

サーバ本体機能 

ESMPR 〇 /ServerManager 
ESMPRO/ServerAgent 

ストレージ管理 
• ディスク管理 

• バックアップ管理 

ディスクミラーリングコント □ ーラ * 

DAT/AIT など * 

FastCheck 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 

Windows 標準バックアップツール 
BackupExec *、 NetBackup* 

電源管理 

無停電電源装置 (UPS)* 

ESMPRO/UPSController* 
PowerChute ソフトウェア * 

( 注）無停電電源装置により、使 
用するソフトウェアが異な 
ります。 

ネットワーク管理 

1 〇〇 BASE-TX 接続ボード * 

WebSAM/Netvisor* 


* オプション製品 


サーバ管理 

Express サーバはシステムボード上に標準でシステム監視チップを搭載しており、サーバに 
内蔵されている以下の各種リソースを監視します。これらのハードウェア機能と Express 
サーバ管理 用ソフ トウェア 「ESMPR 〇 / Se 「 ve 「 Manage 「_ teia 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent 」 
が連携し、サーバの稼動状況などを監視するとともに万一の障害発生時にはただちに管理者 
へ通報します。 

巳31\/^8〇/361^^「八96巾をインス トールした場合、データビューアの項目ごとの機能可否は 
次ページの表のとおりです。 

■ I ： ESMPR 〇 /ServerManager および ESMPR 〇 /ServerAgent は、本体に標準で添付されていま 

向す。 

各ソフトウヱアのインストール方法や使用方法は、各ソフトウヱアの説明を参照してくださ 

い。 


4 














機能名 

可否 

機能概要 

ハードウエア 


〇 

HW の物理的な情報の表示。 


メモリバンク 

〇 

メモリの物理的な情報の表示。 


装置情報 

〇 

装置固有の情報の表示。 


CPU 

〇 

CPU の物理的な情報の表示。 

システム 

〇 

CPU の論理情報参照や負荷率の監視。 

メモリの論理情報参照や状態監視。 

l /〇デバイス 

〇 

l /〇デバイス(フロッピーディスクドライプ、シリアルポート、 
パラレルポート、キーボード、マウス、ビデオ)の情報の参照。 

システム環境 


△ 

温度、ファン、電圧、電源、ドアなどを監視する機能。 


温度 

〇 

筐体内部の温度監視。 


フアン 

〇 

ファンの監視。 


電圧 

〇 

筐体内部の電圧の監視。 


電源 

X 

電源ユニットの監視。 


ドア 

X 

Chassis Intrusion (筐体のカバー/ドアの開閉）の監視。 

ソフトウェア 

〇 

サービス、ドライバ、〇 S の情報の参照。 

ネットワーク 

〇 

ネットワーク ( LAN ) に関する情報参照やバケットの監視。 

拡張バスデバイス 

〇 

拡張ノ 'スデ J イスの情報の参照。 

BIOS 

〇 

BIOS の情報の参照。 

□ーカルポーリング 

〇 

エージエントが取得する任意の MIB 項目の値の監視。 

ストレージ 

〇 

ハードディスクなどのストレージデバイスやコントローラの監 
視。 

ファイルシステム 

〇 

ファイルシステム構成の参照や使用率の監視など。 

AMI ディスクアレイ 

〇 

LSI - Logic 社製ディスクアレイシステムの監視。 

その他 

X 

Watch Dog Timer による OS ストールの監視。 


〇: サポート△:一部サポート X :未サポート 



ストレージ管理 

大容量のストレージデバイスを搭載 • 接続できる Express サーバを管理するために次の点に 
ついて留意しておきましょう。 

ディスク管理 

ハードディスクドライブの耐障害性を高めることは、直接的にシステム全体の信頼性を高め 
ることにつながると言えます。 Express サーバが提供するオプションの RAID コントローラを 
使用することにより、ハードディスクドライブをグループ化して冗長性を持たせることで 
データの損失を防ぐとともに、ハードディスクドライブの稼働率を向上することができま 
す0 


また、ディスクアレイ管理ユーティリティ （ FastCheck ) と ESMPRO / ServerManager 、 
ESMPR 〇 /ServerAgent との連携により、ディスクアレイの状況を!タルに監視し、障害 
の早期発見や予防措置を行い、ハードディスクドライブの障害に対して迅速に対処すること 
ができます。 

■I； • RAID コントローラがサボートする RAID レベルや RAID の構築方法については、各 RAID 

コントローラに添付の説明書を参照してください。 

• ESMPR 〇 /ServerManager や ESMPR 〇 /ServerAgent、FastCheck は、本体に標準で添 
付されています。ソフトウェアのインストール方法や使用方法は、各ソフトウェアの説 
明を参照してください。 
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バックアップ管理 

定期的なバックアップは、不意のサーバの夕'ウンに備える最も基本的な対応です。 

Express サーバには、データバックアップ用の大容量記憶装置と自動バックアップのための 
各種ソフトウェアが用意されています。容量や転送スピード、バックアップスケジュールの 
設定など、ご使用になる環境に合わせて利用してください。 


デバイス名 

説明 

DAT 

高性能、大容量なうえ、標準規格としての互換性も備えており、広く利用されている 
バックアップメディア。小〜中規模システム向け。 

AIT 

中規模システム向け。 




アプリケーション名 

説明 

NTBackup(OS 標準） 

Windows 標準のバックアップツール。 

単体パックアップ装置に単純なバックアップを行うときに使用。 

ARCserve 

(コンピュ_夕 • アソシエイツ社） 

国内で最もポピュラーな PC サーバのバックアップツール。 
スケジュール運用が可能で、集合バックアップ装置、 DB オンラ 
インバックアップなどに対応可能。 

BackupExec (ベリタス社） 

米国で最もポピュラーな PC サーバのバックアップツール。 
NTBackup と同ーテープフォーマットを使用 0 
スケジュール運用が可能で、集合バックアップ装置、 DB オンラ 
インパックアップなどに対応可能。 

NetBackup (ベリタス社） 

異種プラットフォーム環境で統合的な制御/管理を実現した、 
BackupExec の上位バックアップツール。基幹業務など大規模シ 
ステムまで対応。才ープンファイルバックアップ、 Disaster 
Recovery を標準サボート。 DB オンラインパックアップなどに対 
応可能。 


■ -inixi 



NTBackup(OS 標準) 



ARCserve (コンピュータ •アソシエイツ 社) 
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電源管理 

商用電源のトラブルは、サーバを停止させる大きな原因のひとつです。 

停電や瞬断に力□え、電圧低下、過負荷配電、電力設備の故障などがシステムタ'ウンの要因と 
なる場合があります。 

無停電電源装置 (UPS) は、停電や瞬断で通常使用している商用電源の電圧が低下し始める 
と、自動的にバッテリから電源を供給し、システムの停止を防ぎます。システム管理者は、 
その間にファイルの保存など、必要な処理を行うことができます。さらに電圧や電流の変動 
を抑え、電源装置の寿命を延ばして平均故障間隔 (MTBF) の延長にも貢献します。また、ス 
ケジュール等によるサーバの自動 • 無人運転を実現することもできます。 

Express サーバでは、 NEC 社製多機能 UPS(l-UPSPro) と、 APC 社製 Smart-UPS の2種類の 
無停電電源装置を提供しており、それぞれ ESMPRO/UPSController、PowerChute ソフト 
ウェアで管理 • 制御します。 


ネットワーク管理 

ESMPRO/ServerManager , 巳 31\/^1^ 〇 /36 「ソ 6 「ム 96111: を使用することにより 、 Express 
サーバに内蔵されている LAN 力ードの障害や、回線の負荷率等を監視することができます。 
また、別売の WebSAM/Netvisor を利用することにより、ネットワーク全体の管理を行うこ 
とができます。 


導入編 


7 







































導入にあたつて 

Express サーバを導入するにあたって重要なポイントについて説明します。 

システム構築のポイント 

実際にセツトアップを始める前に、以下の点を考慮してシステムを構築してください。 


運用方法の検討 

冒頭の「特長」での説明のとおり、 Express サーバでは運用管理 • 信頼性に関する多くのハー 
ドウェア機能や添付ソフトウェアを備えています。 

システムのライフサイクルの様々な局面において、「各ハードウェア機能および添付ソフト 
ウェアのどれを使用して、どのように運用するか？」などを検討し、それに合わせて必要な 
ハードウエアおよびソフトウェアのインストール/設定を行ってください。 


稼動状況 • 障害の監視および保守 


Express サーバに標準で添付された 「ESMPR 〇 /36 「ソ 6 「 1\/13 旧 96 「」および「巳 31\/^ 卩〇 / 
36「\^「ム96加」を利用することによリ、リモートからサーバの稼動状況や障害の監視を行 
い、障害を事前に防ぐことや万一の場合に迅速に対応することができます。 

Express サーバを運用する際は、 「 ESMPR 〇/36「ソ6「1\/|3阳96「」および「巳31\/^卩〇/ 
361^^「み96加」を利用して、万一のトラブルからシステムを守るよう心がけてください0 

なお、 Express サーバに障害が発生した際に、 NEC フィールディング(株)がアラーム通報を 
受信して保守を行う「エクスプレス通報サービス」を利用すれば、低コストで Express 5800シ 
リーズの障害監視 • 保守を行ラことができます。 

「エクスプレス通報サービス」の利用も検討してください。 
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システムの構築 • 運用にあたっての留意点 

システムを構築 • 運用する前に、次の点について確認してください。 


出荷時の状態を確認しましょう 

お買い求めになられた Express サーバを導入する前に、 Express サーバの出荷時の状態を確 
認しておいてください。 Express サーバでは、ご注文により出荷時の状態に次の2種類があ 
ります。 


出荷時のモデル 

説明 

カスタムインス1-ール 

ビルド-トゥ-才ーダーにて Windows Server 2〇〇3または 
Windows 2000インストールを指定された場合。 

未インス1ル 

ディスクレスモデルを購入され、ビルド•トゥ•オーダーによ 
る〇 S のインストールを希望されなかった場合。 


出荷時のオペレーティングシステムのインス!-ール状態により、必要なセットアップ作業が 
異なります。13ページの説明に従ってセツトアップを行ってください。 


セットアップの手順を確認しましょう 

システムを構築するにあたり、 Express サーバのセットアップは必要不可欠なポイントで 
す。 

Express サーバのセットアップを始める前にセットアップをどのよラな順序で進めるべきか 
十分に検討してください。 

必要のない手順を含めたり、必要な手順を省いたりすると、システムの構築スケジュールを 
狂わせるばかりでなく、 Express サーバが提供するシステム全体の安定した運用と機能を十 
分に発揮できなくなります。 

1. 運用方針と障害対策の検討 

Express サーバのハードウェアが提供する機能や採用するオペレーティングシステムに 
よって運用方針やセキュリティ、障害への対策方法が異なります。 

「特長 (3 ページ)」に示す Express サーバのハードウェアやソフトウェアが提供する機能を 
十分に利用したシステムを構築できるよう検討してください。 

また、システムの構築にあたり、ご契約の保守サービス会社および弊社営業担当にご相 
談されることもひとつの手だてです。 

2. 八ードウェアのセットアップ 

Express サーバの電源を〇 N にできるまでのセットアップを確実に行います。この後の「シ 
ステムのセットアップ」を始めるために運用時と同じ状態にセットアップしてください。 
詳しくは、13ページに示す手順に従ってください。 

ハードウェアのセットアップには、オプションの取り付けや設置、周辺機器の接続に加 
えて、内部的なパラメータのセットアップも含まれます。ご使用になる環境に合わせた 
パラメータの設定はオペレーティングシステムや管理用ソフトウェアと連携した機能を 
利用するために大切な手順のひとつです。 


導入編 
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3. システムのセツトアップ 


オプションの取り付けや BIOS の設定といったハードウェアのセットアップが終わった 
6、ハードディスクドライブのパーティションの設定やディスクアレイの設定、オペ 
レーティングシステムや管理用ソフトウェアのインス I -ールに進みます。 

く初めてのセットアップの場合> 

初めてのセットアップでは、お客様が注文の際に指定されたインストールの状態に 
よってセットアップの方法が異なります。 

「カスタムインス I ル」を指定して購入された場合は、 Express サーバの電源を〇 N 
にすれば自動的にセットアップが始まります。セットアップの途中で表示される画面 
のメッセージに従って必要事項を入力していけばセットアップは完了します。 

「未インストール」で購入された場合は、添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM が提 
供する自動セットアップユーティリティ「シームレスセットアップ」を使用します。 
シームレスセットアップでは、はじめにセットアップに必要な情報を選択 • 入力する 
だけであとの作業はシームレス（切れ目なく）で自動的に行われます。 

く再セットアップの場合> 

シームレスセットアップを使用してください。煩雑な作業をシームレスセットアップ 
が代わって行ってくれます。 

[インス I -ールする 0 S によってシームレスセットアップの手順が少しだけ変わります] 

本装置がサポートしている〇 S は次のとおりです。 

• Microsoft ® Windows Server ™ 2003 Standard Edition 日本語版（以降、 
「Windows Server 2003」と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows ® 2000 Server 日本語版(以降 、 「Windows 2 〇〇〇」 と呼ぶ） 

その他の〇 S をインス I -ールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお 
問い合わせください。 

「Windows Server 2003」または 「Windows 2000」では、ディスクアレイの設定から管 
理用ソフトウェアのインストールまでの作業をシームレスセットアップが行います。 

Express サーバ固有のセットアップは ( OS を除く）、シームレスセットアップが代わりに 
行ってくれます。セツトアップでは、シームレスセツトアップを利用することをお勧め 
します。 


4. 障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときにすぐに原因の見極めや解決ができるよう障害処理のためのセット 
アップをしてください 。 Windows Server 2003または Windows 2000に関しては、本 
書で説明しています。 

5. 管理用ソフトウェアのインス!-ールとセットアップ 

出荷時にインス I -ール済みの管理用ソフトウェアや、シームレスセットアップやマニュ 
アルでインストールしたソフトウェアをお使いになる環境にあった状態にセットアップ 
します。また、 Express サーバと同じネットワーク上にある管理 PC にインス!-ールし、 
Express サーバを管理 • 監視できるソフトウェアもあります。併せてインス I -ールして 
ください。なお、使用を開始する前に使用環境に合わせた設定が必要にな場合がありま 
す。詳しくは「ソフトウェア編」をご覧ください。 



6. システム情報のバックアップ 


保守 ユー ティリティ「オフライン保守 ユー ティリティ」を使って Express サーバのマザ ー 
ボード上にある設定情報のバックアップを作成します。マザーボードの故障などによる 
パーツ交換後に以前と同じ状態にセツトアップするために大切な手順です。詳しくは33 
ページまたは56ページをご覧ください。 


各運用管理機能を利用するにあたって 

Express サーバで障害監視などの運用管理を行うには、 Express サーバに添付された 
ESMPR 〇 / ServerAgent 、 巳31\/^卩〇/36「ソ6「1\/^11396「または別売の同ソフトウェアが必要 
となります。 

この後で説明するセットアップ手順またはソフトウェアの説明書(別売の場合)に従って各ソ 
フトウェアのインス I -ールおよび必要な設定を行ってください。 

各運用管理機能を利用する際には、以下の点にご注意ください。 

サーノ（管理機能を利用するにあたって 

サーパの各コンポーネント （ CPU / メモリ/ディスク/ファン）の使用状況の監視やオペレー 
ティ ングシステムのストール監視など、監視項目によっては ESMPRO / ServerManager 、 
ESMPR 〇 / ServerAgent でしきい値などの設定が必要になります。詳細は、各ソフトウェア 
に関する説明やオンラインヘルプなどを参照してください。 

ストレージ管理機能を利用するにあたって 

ディスクアレイシステムの管理を行うには、 RAID コント□—ラ（オプション）と ESMPRO / 
ServerAgent に力□えて次のソフトウェアが必要です 0 

• ディスクアレイシステムを使用する場合 

オプションとしてサポートしている RAID コントローラを搭載した場合は、コントローラ 
専用の管理ソフトウェア ( FastCheck ) をインス I ルしておく必要があります。「ソフト 
ウェア編」の 「 FastCheck 」 の説明に従ってインス I ルしてください。 

• バックアップファイルシステムを使用する場合 

DAT 装置を使用する場合は、クリーニングテープを使って定期的にへッドを清掃するよ 
う心がけてください。ヘッドの汚れはデータの読み書きエラーの原因となり、データを 
正しくバックアップ/リストアできなくなります。テープドライブやテープの状態を監視 
する「テープ監視ツール」を使用することをお勧めします。テープ監視ツールについては 
「ソフトウェア編」を参照してください。 

電源管理機能を利用するにあたって 

• 無停電電源装置 （ UPS ) を利用するには、専用の制御用ソフトウェア、またはオペレー 
ティングシステム標準の UPS サービスのセットアップが必要です。 

• 無停電電源装置を利用する場合、自動運転や停電回復時のサーバの自動起動などを行ラ 
には BIOS の設定が必要です。「システム BI 0 S (1 12ページ)」を参照して、 「 Advanced 」 メ 
ニューの 「Power Management Setup 」 の設定をご使用になる環境に合った設定に変更 
してください。 


導入編 




擁様登録 

NEC では、製品ご購入のお客様に 「Club Express 会員」への登録をご案内しております。添付の「お客様登 
録申込書」に必要事項をご記入の上、エクスプレス受付センターまでご返送いただくか 、 Club Express の 
インターネットホームページ 


http://club.express.nec.co.jp/ 


にてご登録ください。 



「Club Express 会員」のみなさまには、ご希望により Express 5800シリーズをご利用になる上で役立つ情 
報サービスを、無料で提供させていただきます。サービスの詳細は Club Express のインターネットホーム 
ページにて紹介しております。是非、ご覧ください。 
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セットアップを始める前に 


セットアップの順序と参照するページを説明します。セットアップはハードウエアから始めます。 

ビルド•トゥ•才ーダーで Windows 
Server 2003または Windows 
2000のインス I -ールを指定した場合 
は、本体に Windows のプ□ダクトキー 
が記載された ID ラベルが貼りつけられ 
ています。 

0 S のセットアップや再インストール時に必要な情報です。剥がしたり汚したりしないよう 
注意してください。もし剥がれたり汚れたりして見えなくなった場合はお買い求めの販売店 
または保守サービス会社に連絡してください。あらかじめプ□ダクトキーをメモし、他の添 
付品といっしょにメモを保管されることをお勧めします。 



次の順序でハードウエアをセツトアップします。 


1. 別途購入したオプションを取り付ける。 （—82 ページ） 

Windows Server 2003 /Windows 2000をお使いの環境で DIMM を増設した場合は、〇 S の起動後 
に「ぺージングファイルサイズ」を設定し直してくださしヽ〇詳しくは28ぺージ (Windows Server 
2003の場合）または52ぺージ （Windows 2000の場合）を参照してくださし、。 

2 . 本体に適した場所に設置する。 （—7 ◦ページ） 

3. ディスプレイ装置やマウス、キーボードなどの周辺装置を Express サーバに接続する。卜73ページ) 

4. 添付の電源コードを Express サーバと電源コンセントに接続する。 （—73 ページ） 

5. Express サーバの構成やシステムの用途に応じて BIOS の設定を変更する。 

114ページに示す設定例を参考にしてください。 



BIOS のパラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認してください。（本 
装置では使用する OS を選択するような BIOS パラメータ値はありません。プラグ•アンド•プ 
レイのサボート有無に関する設定は特に必要ありません。 


Product Key: 

AAAAA-BBBBB-CCCCC-DDDDD-EEEEE 

11111111 null _ii 

〇〇〇〇〇-〇〇〇-〇〇〇-〇〇〇 
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システムのセツトアツ 



ハードウエアのセットアップを完了した6、お使いになるオペレーティングシステムに合わ 
せて後述の説明を参照してください。再インストールの際にも参照してください。 


スタート 



■ 

はい 


購入したときのハードディスクドライブの 
注文内容は？ （9 ページ参照） 


いいえ 

再インス I -ールです 


カスタムインス I -ール 
(Windows Server 2003/ 
Windows 2000) 


未インストール 



♦ ■4 


障害処理のためのセツトア、. 

Windows Server 2003 

ソプ 

I 28ページ 

Windows 2000 

| 52ページ 


システム情報のバック 

33ページ. 

アップ 

56ページ 


セツトアップ完了 


*1 本体に RAID コント□ーラが搭載されていて、システム 
ディスクとして使用する八ードディスクドライブに接続 
している場合のみ(その他のノ V — ドウェア構成では手順を 
飛ばしてください)。 

*2 Windows Server 2003 /Windows 2000以外の 
OS のインス I -ール方法については本装置に添付の 
別冊の説明書を参照するか、保守サービス会社に 
お問い合わせください。 
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Windows Server 2003 のセットアップ 

ハードウェアのセットアップを完了してから 、 Windows Server 2003やシステムのセットアップをしま 
す。再インス!''ールの際にも参照してください。 


カスタムインス I ルモデルのセツトアツ 


「ビルド•トゥ•オーダー」で「カスタムインストール」を指定して購入された Express サーバ 
のハードディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定から、 
〇 S 、 Express サーバが提供するソフトウェアがすべてインストールされています。 

ゾ ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された Express サーバで初 
rfj ^ i めて電源を〇 N にするときのセットアップの方法について説明しています。再セットアップ 

- をする場合や、その他の出荷状態のセットアップをする場合は、「シームレスセットアップ」 

を参照してください。 

セットアップをはじめる前に- 購入時の状態につぃて- 

セットアップを始める前に次の点について確認してください。 

Express サーバのハードウ ェア 構成(ハードディスクドライブのパー テ ィシ ョン サイズも含 
む)や八ードディスクドライブにインス I -ールさ 
れているソフトウヱアの構成は、購入前のお客様 
によるオーダー（ビルド■トゥ • オーダー）によつ 
て異なります。 

右図は、標準的な Express サーバのハードディス 
クドライブの構成について図解しています。 


セットアップの手順 

次の手順で Express サーバを起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、 Express サーバの順に電源を〇 N にし、そのまま Windows を起動する。 
[Windows Server 2003セットアップ]画面が表示されます。 

2 . [次へ]をクリックする。 

[使用許諾契約]画面が表示されます。 

3. [同意します]にチェックをして、[次へ]をクリックする。 

以降、使用者名などの設定画面が次々と表示されます。 

4. 画面の指示に従って必要な設定をする。 

セットアップの終了を知らせる画面が表示されます。 

5. [完了]をクリックする。 

Express サーバが再起動します。 



空きエリア 


Microsoft Windows 
Server 2003 


八ードディスク 
ドライブ 
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6 . 再起動後、システムにログオンする。 

7. 24ページの手順12以降を参照して、ネットワークドライバの詳細設定をする。 

8 . オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、ドライバをイン 
ストールする。 

9. 28ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

10. 出荷時にインストール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストールされていま 
す。例として次のようなソフトウェアがあります。 

• ESMPRO/ServerAgent 

• エクスプレス通報サービス* 

• FastCheck * 

• ESMPRO / UPSController ^ V 7 トウェアを購入された場合のみ)* 

• PowerChute ソフトウェア（本ソフトウェアを購入された場合のみ）* 

上記のソフトウェアで P 」 印のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状態に設定または 
確認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフトウェア編」の 「 Express 本体用バ 
ンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に設定してください。 

11. 33ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

以上でカスタムインストールで購入された本装置での初めてのセットアップは終了です。再 
セットアップをする際は「シームレスセットアップ」を使ってください。 



—ムレス セツ ト アツ 



EXPRESSBUILDER の「シームレスセツトアップ」機能を使って Express サーバをセツトアツ 
プします。 


「シームレスセットアップ」とは、ハードウェ 
アの内部的なパラメータや状態の設定から 
〇 S(Windows Server 2003)、各種ユーティ 
リティのインストールまでを添付の CD - 
ROMrEXPRESSBUILDER 」 を使って切れ目 
なく（シームレスで）セットアップできる 
Express 5800シリーズ独自のセットアップ 
方法です。ハードディスクドライブを購入時 
の状態と異なるパーティション設定で使用す 
る場合や〇 S を再インス I -ールする場合は、 
シームレスセットアップを使用してくださ 
し、煩雑なセットアップをこの機能が代わっ 
て行います。 


「シームレスセットアッブ j とは、ハードウエア 
の内部的なパラメー？や状態の設定から OS、 各種 
H ィリティ©インストールまでを添付の 
CD-ROM rEXPRESSBULDERj を使って切れ i なく 
(シームレ X で）セットアップできる独自の 
セットアップ方法です • 

ハードディスクを除入時の状態と異なるパーティ 
ヨン設定で使用する場合や OS を再インストール 
す名場会は、シームレ X セツトアップを使用して 


ください • ットアップをこの®能が代 

わって行います • / 

シームレスセットアップは4セットア^始 
する前にセットアップに必要な情報を編集し 
フロッビーディスクに隹存し*セットアップの睽 
にそ®情報を逐一読み出して自動的に一連のセッ 
トアップを進めるというものです e 
こ®とぎ使用されるフロッビ^ィスク <D ことを 
r セットアップパラメータ FDJ と呼びます • 


シームレスセットアップは、セットアップを開始する前にセットアップに必要な情報を編集 
しフロッピーディスクに保存し、セットアップの際にその情報を逐一読み出して自動的に一 
連のセットアップを進めるというものです。このとき使用されるフロッピーディスクのこと 
を「セツトアップパラメータ FD 」 と呼びます。 


ゾ シームレスセットアップを使用しないインストール方法など、特殊なセットアップについて 
は、34ページの「応用セットアップ」で説明しています。 


[ヒント I 


• 「セットアップパラメータ FD 」 とはシームレスセットアップの途中で設定.選択する情 
報が保存されたセットアップ用ディスクのことです。 

シー厶レスセットアップは、この情報を元にしてすべてのセットアップを自動で行いま 
す。この間は、 Express サーバのそばにいて設定の状況を確認する必要はありません。 
また、再インストールのときに前回使用したセットアップパラメータ FD を使用すると、 
前回と同じ状態に Express サーバをセットアップすることができます。 

• セットアップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER パッケージの中のブランクディスク 
をご利用ください。 

• セットアップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER にある「 ExpressPicnic ®」 を使って事 
前に作成しておくことができます。 

事前に「セットアップパラメータ FD 」 を作成しておくと、シー厶 レス セットアップの間 
に入力や選択しなければならない項目を省略することができます。（セットアップパラ 
メータ FD にあるセットアップ情報は、シー厶 レス セットアップの途中で作成•修正す 
ることもできます）。 Express サーバの他に Windows 95/98/ Me、Windows NT 3.51以 
降 、 Windows XP / 2000または Windows Server 2003で動作しているコンピユータがお 
手元にある場合は、 ExpressPicnic を利用してあらかじめセットアップ情報を編集して 
おくことをお勧めします。 

ExpressPicnic を使ったセットアップパラメータ FD の作成方法については、141ページ 
で説明しています。 


導入編 
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OS のインス I -ールについて 

〇 s のインストールを始める前にここで説明する注意事項をよく読んでください。 


本装置がサボートしている 0 S について 

本装置がサポートしている〇 S は Microsoft ® Windows Server ™ 2003 Standard Edition 
日本語版(以降 、 「Windows Server 2003」と呼ぶ')です。 

その他の〇 S をインストールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお問 
い合わせください。 


Windows Server 2003について 

Windows Server 2003は、シームレスセットアップでインストールできます。ただし、次 
の点について注意してください。 

n -〇 • インス!-ールを始める前にオプションの増設や Express サーバ本体のセットアップ 
( bios やオプションポードの設定)をすベて完了させてください。 

• NEC が提供している別売のソフトウェアパッケージにも、インストールに関する説明 
書が添付されていますが、本装置へのインストールについては、本書の説明を参照して 
ください。 

• シームレスセツトアップを完了した後に28ページを参照して「メモリダンプの設定」な 
どの障害処理のための設定をしてください。 


ミラー化されているポリユームへのインス I "ールについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインストールする場合は、イ 
ンストールの実彳了前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに民し、インストール完 
了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータの管 
理]内の[ディスクの管理]から行えます。 

MO 装置の接続について 

インストール時に M 〇装置を接続したままファイルシステムを NTFS に設定すると、ファイ 
ルシステムが正しく変換されない場合があります。ファイルシステムが正しく変換されな 
かった場合は、 M 〇装置を外してインストールを最初からやり直してください。 

DAT 等のメディアについて 

シームレスセツトアップでは、 DAT 等のインストールに不要なメディアはセツトしないでく 
ださい。 


ハードディスクドライブの接続について 


〇 S をインストールするハードディスクドライブ以外のハードディスクドライブを接続する 
場合は、〇 S をインストールした後から行ってください。 










異なる種類の RAID ポードの接続について 

異なる種類の RAID ボードの共存状態でのシームレスセットアップはサポートしていません。 

0 S をインス I -ールする RAID ボード以外は接続していない状態でシームレスセットアップを 

実行してください。 

作成するパーティションサイズについて 

システムをインストールするパーティションの必要最小限のサイズは、次の計算式から求め 

ることができます。 

インス I ルに必要なサイズ+ベージングファイルサイズ+ダンプファイルサイズ 
インストールに必要なサイズ = 2900 MB 

ページングファイルサイズ(推奨）=搭載メモリサイズ X 1.5 
ダンプファイルサイズ =搭載メモリサイズ+ 12 MB 

11-〇 • 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報(メモリダンプ)採取のために必要なサイ 

ズです。ページングファイルサイズの初期サイズを「推奨」値未満に設定すると正確なデ 
バッグ情報(メモリダンプ)を採取できない場合があります。 

• 1つのパーティションに設定できるページングファイルサイズは最大で4095 M 巳で 
す。搭載メモリサイズ xl . 5倍のサイズが4095 MB を超える場合は、4095 MB で設 
定してください。 

拳搭載メモリサイズが2 G B 以上の場合のダンプファイルサイズの最大は、 
「2048 MB +12 MB 」 です。 

• その他アプリケーションなどをインストールする場合は、別途そのアプリケーションが 
必要とするディスク容量を追加してください。 


例えば、搭載メモリサイズが 512 MB の場合、必要最小限のパーティションサイズは、前述 
の計算方法から 

2900 MB + (512 MB X 1.5) + (512 MB + 12 MB ) = 4192 MB 
となります。 

H |； シームレスセットアップでインストールする場合、必要最小限のパーティションサイズを 

|ヒン JT | 「上記の必要最小限のパーティションサイズ+ 850 MB 」 または 「4095 MB 」 のうち、どちらか大 
きい値に設定してください。 


ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブへの再インストールに 

ついて 

夕'イナミックディスクへアップグレードしたハードディスクドライブの既存のパーティシヨ 
ンを残したままでの再インストールはできません。 

既存のパーティシヨンを残したい場合は、 「 EXPRESSBUILDERJCD - R 〇 M に格納されてい 
るオンラインドキュメント 「Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition インスト 
レーシヨンサプリメントガイド」を参照して再インストールしてください。 

インストレーシヨンサプリメントガイドにも夕'イナミックディスクへのインストールに関す 
る注意事項が記載されています。 
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セットアップの流れ 

シームレスセツ トアップで行う セツ トアップの流れを図に示します。 






」：入力や選択が必要な作業 
] :自動的に作業が進む内容 


※lRAID コン ト □ーラが搭載されていて、セットアップパラメータ FD の作成時に 「RAID 新規作成」 
にチェックをした場合のみ。 

※2 0 S の選択で[その他]を選択したときはここで終了する。 
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セツトアップの手順 


次にシームレスセットアップを使ったセットアップの手順を説明します。 

セットアップパラメータ FD を準備してください。事前に設定したセットアップパラメータ 
FD がない場合でもインストールはできますが、その場合でも 1.44 MB の DOS フォーマット済 
みのフロッピーディスクが1枚必要となります。セットアップパラメータ F 口は 
EXPRESSBUILDER パッケージの中のブランクディスクを使用するか、お客様でフロッピー 
ディスクを1枚用意してください。 


システムの構成を変更した場合は「システムのアップデート」を行ってください。 

Windows Server 2003の起動後にグラフィックスアクセラレータドライバやネッ 
トワークアダプタなどのドライバの変更、または追加する場合は、オンラインドキユメ 
ントの 「Microsoft Windows Server 2003 Standard Edition インストレーシヨ 
ンサプリメントガイド」を参照してください。 


周辺装置、 Express サーバの順に電源を〇 N にする。 


I チェック] 


〇 S をインストールするときに M 〇装置を接続したまま作業を行うと、インストールに失敗 
することがあります。失敗した場合は、 M 〇装置を外してインストールを最初からやり直し 
てください。 

〇 S をインストールするハードディスクドライブ以外のハードディスクドライブを接続する 
場合は、〇 S をインストールした後から行ってください。 

論理ドライプを複数作成している場合は、「論理ドライプが複数存在する場合の再セット 
アツプ手順」 (36 ページ)を参照してください。 


2. Express サーバの CD - ROM ドライプに 「 EXPRESSBULDERJCD - R 〇 M をセツトする。 

3. CD - R 〇 M をセツトしたら、リセツトする（く Ctrl 〉 + < Alt > + < Delete > キーを押す）か、電源を 
〇 FF /0 N して Express サーバを再起動する。 

CD - R 〇 M からシステムが立ち上がり、 EXPRESSBUILDER が起動します。 

4. [シームレスセツトアップ]をクリックす 
/ 〇) 〇 


「お願い」が表示されます。 


r シー厶レスセットアップ j とは、ハードウエア 
の内部的なパラメータや状態の設定から os 、 各種 
ユーティ 1 J 亍ィインストールまでを添付の 
CD-ROM rEXPRESSBlULDERj を使って切れ日なく 
(シームレスで）セットアップできる HA 自の 
セットアップ方法です • 

ハードディスクを K 入時の状態と異なるバーティ 
4ヨン設定で使用する場合や 0 S を再インストール 
す名シー厶レスセットアップを使用して 
ください • ットアップをこの檐後が代 

わって行います • / 

シームレ X セットアップは、セットアタ^拥姶 
する前にセットアップに必要な情*を編集し 
フロッビーディスクに保存し、セットアップの匾 
にその情*を逐一読み出して自動的に一連のセッ 
トアップを進めるというものでれ 
ことぎ使用されるプロッビ4ィスク〇> ことを 
「セットアップパラメータ FDJ と呼びます • 


5. 記載内容をよく読んでから[確認]をクリックする。 

「セットアップパラメータ FD を挿入してください。」というメッセージが表示されます。 
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6 . 「セットアップパラメータ FD 」 をフロッピーディスクドライプにセットし、[確認]をクリックす 
る 0 

I チェック I 

• 「セットアップパラメータ FD 」 をお持ちでない場合でも、 1.44 MB の DOS フォーマット済み 
フロッピーディスク（プランクディスク）をフロッピーディスクドライプにセットし、[確認] 
をクリックしてください。 

• セットしたセットアップパラメータ FD は指示があるまで取り出さないでください。 

[設定済みのセットアップパラメータ FD をセットした場合] 

セットした「セットアップパラメータ FD 」 内のセットアップ情報ファイルが表示されます。 

①インス!ルに使用するセットアップ情報ファイル 
名を選択する。 

選択されたセットアップ情報ファイルに修正でき 
ないような問題がある場合（たとえば 
ExpressPicnic Ver .4 以前で作成される 「 Picnic - 
FD 」 をセットしているときなど）、再度「セットアッ 
プパラメータ FD 」 のセットを要求するメッセージが 
表示されます。セットしたフロッピーディスクを 
確認してください。 

セットアップ情報ファイルを指定すると、「セットアップ情報ファイルのパラメータの確認、 
修正を行いますか」というメッセージが表示されます。 

© 確認する場合は[確認]を、確認せずにそのままインス!-ールを行う場合は、[スキッア]をクリッ 
クする。 

[確認]をクリック — 手順7へ進む 
[スキッア]をクリック — 手順8へ進む 

[ブランクディスクをセットした場合] 

①[ファイル名: ( A )] の下にあるボックス部分をクリック 
するか、 < A > キーを押す。 


入カボックスが表示されます。 

© ファイル名を入力する。 

[オペレーティングシステムインス I ルメニュー] 
が表示されます。リストには、この装置がサポート 
している 0 S が表示されます。 

(3) リストボックスからインストールす 
る [Windows Server 2〇〇 3] を選択 
する。 


Express 5800シリーズ EXPRESSBUILDER Ver 3. xxx-x Copyright ( C ) NEC Corporation 2003 


—セットァッァ情報の入力/確認 
デ、ィス刪コンフィグレ-ション 
ハ。-ティションの作成 
ハ。■ティションのフォ■マット 
NEC モシ、ユ-ルの]ヒ。 ■ 

OS CD - ROM の挿入 
自動セット7ッアの開始 


|オペレーティングシステムインストールメニュー 
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7. 〇 S のインス!ル中に設定する内容を確 
認する。 

本体に RAID コントローラが搭載されてい 
る場合は、[アレイディスクの設定]画面 
が表示されます。設定内容を確認し、必 
要なら修正を行つてから[次へ]をクリツ 
クしてください。 


次に、 [ NEC 基本情報]画面が表示されま 
す。設定内容を確認し、必要なら修正を 
行ってから[次へ]をクリックしてくださ 
い(画面中の「対象マシン」は機種によって 
表示が異なります。） 

以降、画面に表示される[次へ]、[戻 
る]、[ヘルア]をクリックして設定を確認し 
ながら画面を進めてください。設定内容 
は必要に応じて修正してください。 



• 0 S をインストールするパーティションは、必要最小限以上のサイズで確保してください。 

• 「パーティションの使用方法」で「既存パーティションを使用する」を選択すると、最初のパー 
テイシヨンの 1 倩報はフォーマツトされ、すべてなくなります。それ以外のパーテイシヨンの 
情報は保持されます(下図参照)。 


第1パーティション 

第2パーティション 

第3パーティション 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの既存のパーティショ 
ンを残したまま再インストールすることはできません （19 ページ参照）。「パーティション 
の使用方法」で「既存パーティションを使用する」を選択しないでください。 

• 「パーティションの使用方法」で「新規に作成する」を選択したとき、「パーティション」の設 
定値は1 20 GB 以上の値を指定しないでください。 

• 「パーティション」に4095 MB 以外を指定した場合は NTFS へのコンバートが必要です。 

• 「パーティションの使用方法」で「既存パーティションを使用する」を選択したとき、济 j 用す 
るパーティション以外にノ V ° —ティションが存在しなかった場合、そのディスクの最大領域を 
確保して Windows Server 2003をインストールします 0 

• 設定内容に不正がある場合は、次の画面には進めません。 

• 実領域が120 GB 以上になる場合は、パーティションサイズに「全領域」を指定しないでくだ 
さい0 

• ここでは日本語の入力はできません。使用者名と会社名を日本語で入力したい場合は、□グ 
オン後に入力画面がポップアップされますので、その時に再入力し、設定してください。こ 
こでは、仮の名前を入力してください。 

• 前画面での設定内容との関係でエラーとなり、前画面に戻って修正し直さなければならない 
場合もあります。 


[7 W 厂ィ炒^設定] 



ア W テ、伽設定 

1 する 

」 

RAID の作成 

1 既存 RAID を使用する 

コ 

接続テ''イスりの!-灿数 


コ 

心りを構成 r るテ''イス嫩 


コ 

ツりを構成する RAID 


コ 

ラ m 屮の設定 


コ 

ラ仆トドの租^ 


1 


|再15!込丨| 

、丨丨呦フ。丨 


<表示例> 



[再読込][次へ][ヘルフ。 j 
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• [ NEC 基本情報]画面にある[再読込]をクリックすると、セットアップ情報ファイルの選択 
画面に戻ります。[再読込]は、 [ NEC 基本情報]画面にのみあります。 

• [コンビュータの役害！ J ] 画面にある[終了]をクリックすると、その後の設定はシー厶レスセッ 
トアップの既定値を自動的に選択して、インストールを行います。 

設定を完了すると自動的に再起動します。 

8 . オプションの大容量記憶装置ドライバの 
モジュールをコピーする。 

オプションの大容量記憶装置ドライバを 
インストールする場合は、大容量記憶装 
置に添付されているフ□ッピーディスク 
をフロッピーディスクドライプにセット 
し、メッセージに従って操作してくださ 
い。 

9. 追加するアプリケーションをインストー 
ルする。 

シームレスセットアップに対応している 
アプリケーションを追加でインストール 
する場合は、メッセージが表示されま 
す。 


追加するアプリケーションのインストール 
媒体を CD-ROM またはフロッピーディスク 
ドライブに挿入してください。 

I OK I 「終了 I 


「大容量記憶装置用 OEM-FDJ をフロッピーディスク 
ドライブに挿入してください。 

I OK | 「終了 | 


10. メッセージに従って 「 EXPRESSBUILDERJCD - R 〇 M とセットアップパラメータ FD を CD - ROM ド 
ライプとフロッピーディスクドライブから取り出し 、 Windows Server 2003 CD - R 〇 M を CD - 
ROM ドライプにセットする。 

[ソフトウ I ア使用許諾契約]画面が表示されます。 

11 . よく読んでから、同意する場合は、[同意 
します]をクリックするか、 < F 8> キーを 
押す。同意しない場合は、[同意しませ 
ん]をクリックするか、 < F 3> キーを押 
す。 


I w-OIM 

同意しないと、セットアップは終了 
し、 Windows Server 2003 はイン 
ス I -ールされません。 


Windows Server 2003と指定したアプリケーシヨンは自動的にインストールされ、システムに 
ログオンします。 



12. PR 〇 Set をインストールをする。 


PROSet は、ネットワークドライバに含まれるネットワーク機能確認ユーティリティです。 
PROSet を使用することにより、以下のことが行えます。 

• アダプタ詳細情報の確認 

• ループバックテスト、パケット送信テストなどの診断 
• Teaming の設定 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、サーバに耐障害性に優れた環境を 
提供し、サーバスイッチ間のスループットを向上させることができます。 

このような機能を利用する場合は、 PROSet が必要になります。 
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PROSet をインストールする場合は、以下の手順に従ってください。 

① 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM を CD - R 〇 M ドライブ'にセットする 0 

© エクスプローラを起動す る。 

く標準のスタートメニュー モ— ドの手順> 

スタートメニューから[エクスプローラ]をクリックする。 

く クラシックスタートメニューモードの手順〉 

スタートメニューから[すべてのプログラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エクスブロー 
ラ]をクリックする。 

③ 「< CD - R 〇 M のドライプ'レタ ー >:¥\^1问1\1丁¥0〇丁问巳丁¥巳(：1¥卩卩〇561¥\^3〇3乂卩32」ディレ 
クトリ内の 「 PROSet . exe 」 アイコンをタブルクリックする。 

[ Intel ( R ) PROSet - Installshield ウィザード]が起動します。 

④ [次へ]をクリックする。 

⑤ [使用許諾契約の条項に同意します]を選択し、[次へ]をクリックする。 

⑥ [標準]を選択し、[次へ]をクリックする。 

© [インストール]をクリックする。 

[ InstallShield ウィザードを完了しました]ウィンドウが表示されます。 

⑧[完了]をクリックする。 

( D システムを再起動する。 

以上で完了です。 

13. ネットワークドライバのセットアップをする。 

標準装備のネットワークドライバは、自動的にインストールされますが、転送速度と Duplex モー 
ドの設定が必要です。 

サー ビスの追加にて、 [ネッ トワーク モニタ] を追加することをお勧めします。 [ネットワークモ 
二 夕]は、 [ネッ トワーク モニタ] をインストールしたコンピュータが送受信するフ レー 厶（また 
はパケット）を監視することができます。ネットワーク障害の解析などに有効なツールです。イ 
ンストールの手順は、この後の「障害処理のためのセットアップ」を参照してくださぃ。 

[ PR 〇 Set がインストールされていない場合] 

①「口ーカルエリア接続のプロパティ」ダイアログボックスを開く。 

<標準のスタートメニューモードの手順> 

( 1 ) スタートメニューから[コントロ ールパネル]—[ネットワーク接続]—[口 _ カルエリア 
接続] ( Intel ( R ) PR 0 100 Network Connection ) をクリックする 0 

[ローカルエリア接続の状態]ダイアログボックスが表示されます。 

(2) [プロパティ]をクリックする。 
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くクラシックスタートメニューモードの手順〉 

(1) スタートメニューから[設定]—[ネットワーク接続]をクリックする。 


(2) [口ーカル接続]アイコン ( Intel ( R ) PR 0 100 Network Connection ) を右クリックし、 
ポップアップメニューがら[プロパティ]をクリックする。 

© [構成]をクリックする。 

ネットワークアダプタのプロパティダイアログボックスが表示されます。 

③ [詳細設定]タブをクリックし、[リンク速度とデュプレックス]を HUB の設定値と同じ値に設定 
する。 

④ ネットワークアダプタのプロパティダイアログボックスの[〇 K ] をクリックする。 

以上で完了です。 

[ PROSet がインストールされている場合] 

① 「Intel PR 〇 Set 」 ダイアログボックスを表示する。 

<標準のスタートメニューモードの手順> 

スタートメニューから[コントロールパネル ； |—[lntel PROSet ] をクリックする。 

くクラシックスタートメニューモードの手順〉 

(1) スタートメニューがら[設定]—[コント□ールパネル]をクリックする。 

(2) [Intel PROSet ] アイコンをダブルクリックする。 

② リスト中の [ Intel ( R ) PR 0 100 Network Connection ] をクリックして選択する。 

③ [速度]タブをクリックし、リンク速度とデュプレックス設定を HUB の設定と同じ値に設定す 

公〇 

④ [Intel PR 〇 Set ] ダイアログボックスの[適用]をクリックし、[〇 K ] をクリックする。 

以上で完了です。 

また、必要に応じてプロトコルやサービスの追加/削除をしてください。[ネットワーク接続]から 
□一カルエリア接続のプロパティダイアログボックスを表示させて行います。 

14. 28ページの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップする。 

15. 33ベージを参照してシステム情報のノ，ソクアップをとる。 

以上でシームレスセツトアップを使ったセツトアップは完了です。 
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オプシヨンのネットワークポードのドライバ 

オプションのネットワークボード ( N 8104-111) を使用する場合は、ドライバが自動的にイン 
ストールされますのでボード添付のドライバを使用しないでください。 


グラフィックスアクセラレータ 

グラフィックアクセラレータ用のドライバは、自動的にインストールされます。手動でイン 
ス I -ールする必要はありません。 


USB 2.0 コント□—ラ用ドライバ 

本体標準装備の USB 2.0 コント□—ラ用デバイスドライバは、購入時にインストール済みで 
す(購入時にオペレーティングシステムのインス I -ールを指定した場合）。 

ただし、システムの修復や再セットアップ(再インス!-ール）をした後は、「システムのアッ 
プデート」を実行することでインストールされます。 
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P 章害処理のためのセットアップ 

障害が起きたとき、より早く、確実に障害から復旧できるよラに、あらかじめ次のよラな 
セツトアップをしておいてください。 


メモリダンプ(デバッグ情報)の設定 

Express サーバ内のメモリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設定です。 


11-0 メモリダンプの注意 

春メモリダンプの採取は保守サービス会社の保守員が行います。お客様はメモリダンプの 
設定のみを行ってください。 

• ここで示す設定後、障害が発生し、メモリダンプを保存するために再起動すると、起動 
時に仮想メモリが不足していることを示すメッセージが表示される場合がありますが、 
そのまま起動してください。起動し直すと、メモリダンプを正しく保存できない場合が 
あります。 


次の手順に従って設定します。 


1. スタートメニューから[コントロールパネル]を選び、[システム]をクリックする。 
[システムのプロパティ]ダイアログボックスが表示されます。 

2 . [詳細設定]タブをクリックする。 


3 . [起動と回復]ボックスの[設定]をクリツ 
クする。 



4 . テキストボックスにデバッグ情報を書き 
込む場所を入力する。 

< D ドライプに 「 MEM 〇 RY . DMP 」 という 
ファイル名で書き込む場合> 

D:¥MEM0RY.DMP 
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デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨します。ただし、搭 
載メモリサイズが 2G 巳を超える場合は、[完全メモリダンプ]を指定することはできません 
(メニューに表示されません)。その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 


• 本装置に搭載しているメモリサイズ +12MB 以上(メモリサイズが 2GB を超える場合は、 
2048MB+12MB 以上)の空き容量のあるドライブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズが 2GB を超える場合は、メモリ増設前にデバッグ情報 
の書き込みを[カーネルメモリダンプ]に変更してください。また、メモリ増設により採取 
されるデバッグ情報(メモリダンプ)のサイズが変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の 
書き込み先ドライブの空き容量を確認してください。 


5. [パフォーマンスボックス]の[設定]をク 
リックする。 

[パフォーマンスウインドウ]が表示され 
ます。 


6. [パフォーマンスオプシヨン]ウインドウ 
の[詳細設定]タブをクリックする。 


r デザインを優先する迫） 
r パフォーマンスを優先する ( e ) 
r カスタムね)： 

0ウィンドウとボタン【こ視覚ス M ルを使用する ▲ 

□ ウィンドウを最大化や最小化抑ときにアニメーションで•表示する 
□コンボボックスをスライドして閉く 
□ スウリーンフォントの縁を;、肖らかにサる 
□タスクバーポタンをスライドす5 
□ デスクトップのアイコン名に影を付ける 
□ ドラック中にウィンドウの内容を表示抑 
□ ヒントをフ I ー ドまたはスライドで•表示する 
ロフォルタで.よく使用するタスクを使用する 
□ マウスポインタの下に影を表示す 5) 


OK I キャンセル」 
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7. [仮想メモリ]ボックスの[変更]をクリッ 
クする。 


ーマンスオブシ3ン 


視覚効果_¥細設定| 

卩ブロセツサのスケジュール 

ブロセクサのリリースをどう割り当てるかを逞択します。 


)欠のパフォーマンスを優先すを 

r ブ吋ラム砂 f y 丽两ド.ザご酬 


ユ^ 


I■メモリ使用量 

システムメモリをどう割り当てるかを逞択します。 

) 欠のパフォーマンスを優先すを 
「ブロヴラム砂 ^システムキゃツシュ① 


仮想メモリ 
ページ >5 
にある嫩 

すべてのドライブの総べージングファイルサイズ: 


ルは、_霞 が _ のように 使用 抑 トド⑽ 


0K 


ズ：飞 

| 変更に ) f A 
キゃンセル腿） 


8. [選択したドライプのページンク'ファイル 
サイズ]ボックスの[初期サイズ]を[推奨] 
値以上に変更し、[設定]をクリックす 
る。 



w-O 

籲必 




ず OS パーティションに上記のサイズで作成してください。ページングファイルの[初期 
サイズ]を「推奨」値未満に設定すると正確なデバッグ情報(メモリダンプ)を採取できない場 
合があります。 


• 「推奨」値については、「作成するパーティションサイズについて （19 ページ)」を参照してく 
ださい。 


• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングファイルの再設定を行ってくだ 
さい0 


9. [〇 K ] をクリックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。メッセージに 
従って再起動してください。 


30 
















































ワトソン博士の設定 


ダンプシンボルテープル 
すべてのスレツドコンテキストをダンプ 
既存のログファイルに追加 
クラッシュダンプファイルの作成 


それぞれの機能の説明についてはオンラインヘルプを参照してください。 
6. [〇 K ] をクリックする。 


Windows ワトソン博士はアプリケーションエラー用のデバッガです。アプリケーションエ 
ラーを検出すると Express サーバを診断し、診断情報（ログ)を記録します。診断情報を採取 
できるよラ次の手順に従って設定してください。 

1. スタートメニューの[ファイル名を指定して実行]をクリックする。 


2. [名前]ボックスに 「 drwtsn 32. exe 」 と入力 
し、[〇 K ] をクリックする。 

[ Windows ワトソン博士]ダイアログボッ 
クスが表示されます。 


ファイル名を指定して実行 




幻 

名前 ( Q ): 


g 恐®贺|游懷歡ォル戀ユメント 


drwtsn32.exe! 


キャンセル参照迫 x .. J 


3. [ログファイルパス]ボックスに診断情報 
の保存先を指定する。 

「 DRWTSN 32. LOG 」 というファイル名で 
保存されます。 


-U 2 d 


I チェック I 

ネットワークパスは指定できません。 
□一カルコンピュータ上のパスを指定 
してください。 


4. [クラッシュダンプ]ボックスにクラッ 
シュダンプファイルの保存先を指定す 

合 〇 

響 一 

「クラッシュダンプファイル」は 
Windows Debugger で読むことができ 
るバイナリファイルです。 


□クファィ^^ 
クラッシュ I 、ノブ (£): 

WAVE 


パス ( L 〉： ption Data¥Microsoft¥Dr Watson 
|C：¥Documents and bettings¥Adr 


参照 j 


インストラクシ L の数 < P : 

— . *4r/klV 


クラッシュダンプの種勵 
オプション—— 


完全 P 


r 完全 ( NT 4 互換） 


F 麥フラ•ジヲポル .. f . こブル•⑫、 


W すべてのスレッドコンテキストをタンブ ( A ) 
P 既存の□クファイルに追加 (£) 
r 勿セージボックスによる通知 ( u ) 

厂音による通知⑤ 
w クラッシュダンブファイルの作成① 




キャンセル 


ヘルブ砂 


5. 「オプション]ボックスにある次のチェックボックスをオンにする。 


□ □ □ □ 
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ネットワークモニタのインス I -ール 

ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てること 
ができます。ネットワークモニタを使用するためには、インス!-ール後、システムの再起動 
を行う必要がありますので、障害が発生する前にインスI-ールしておくことをお勧めしま 
す。 

1. スタートメニューから[設定]をポイントし、 [コントロー ルパネル]をクリックする。 
[コントロール パネル]ダイア ロ グボックスが表示されます。 

2. [プログラムの追加と削除]アイコンをダブルクリックする。 

[プログラムの追加と削除]ダイアログボックスが表示されます。 

3. [ Windows コンポーネントの追加と削除]をクリックする。 

[ Windows コンポーネントウィザード]ダイアログボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]チェックボックスをオンにして[次へ]をクリックする。 

5. ディスクの挿入を求めるメッセージが表示された場合は 、 Windows Server 2〇〇3 CD - R 〇 M を 
CD - ROM ドライプにセットして[〇 K ] をクリックする。 

6. [ Windows コンポーネントウィザード]ダイアログボックスの[完了]をクリックする。 

7. [プログラムの追加と削除]ダイアログボックスの[閉じる]をクリックする。 

8. [コントロールパネル]ダイアログボックスを閉じる。 

ネットワークモニタは、スタートメニューから[プ□グラム]—[管理ツール]をポイントし、 
[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することができます。 

操作の説明については、オンラインヘルプを参照してください。 


管理ユーティリティのインス I -ール 

添付の 「EXPRESSBUILDER」CD-ROM には、本装置監視用の 「ESMPR 〇 /Se「ve「Agent_te、 
よび Express サーバ • ワークステーション管理用の 旧31\/^1^〇/36「ソ6「1\/13阳96「」などが収録 
されています。 ESMPR 〇 /ServerAgent は、シームレスセットアップで自動的にインス!'■'一 
ルすることができます。 

[スタート]メニューの[プ□グラム]やコント□—ルパネルにインストールしたユーティリ 
ティのフォルタ'があることを確認してください。シームレスセットアップの設定でインス 
トールしなかった場合は、第3編の「ソフトウェア編」を参照して個別にインスI-ールしてく 
ださい。 

ューティリティには、ネットワーク上の管理 pc にインストールするものもあります。詳し 
[ pp 1 ] くは第3編の「ソフトウェア編」を参照してください。 
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システムのアップデート 

システムのアップデートは次のような場合に行います。 

• システム構成を変更した場合（内蔵オプションの機器を取り付け/取り外しをした場合） 
• システムを修復した場合 

• バックアップ媒体からシステムをリストアした場合 

(Service Pack 関連の Express 5800用差分モジュールを適用したシステムの場合は、再 
度 RUR のフロッピーディスクを使用して Express 5800用差分モジュールを適用してくだ 
さい。このとき Service Pack を再適用する必要はありません。） 


管理者権限のあるアカウント (Administrator 
など）で、システムに□グインした後、 
「EXPRESSBUILDERJCD-R 〇 M を Express 
サーバの CD-ROM ドライブにセットしてく 
ださい。 

表ホされた画面「マスターコントロールメ 
ニュー」の[ソフトウェアのセットアップ]を 
左クリックし、メニューから[システムの 
アップデート]をクリックすると起動しま 
す。以降は画面に表示されるメッセージに 
従って処理を進めてください。 


〇オンラインドキユメント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


Master Control Menu 


一 f m ソフトウェアの 1 
j セットアップ ネ 


Copyright NEC Corporation 


NEC 


システム情報のノ（ックアップ 

システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム 
情報をノ \'ックアップすることをお勧めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧（リ 
ストア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをとってください。 

1. 3.5 インチフロッピーディスクを用意する。 

2. 「 EXPRESSBUILDERJCD - R 〇 M を Express サーバの CD - R 〇 M ドライブにセットして、再起動する。 
EXPRESSBUILDER がら起動して 「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」が表示されます。 

3. [ツール]—[オフライン保守ユーティリティ]を選ぶ。 

4. [システム情報の管理]から[退避]を選択する。 

以降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 
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応用セツトアツ 


システムの環境やインスI-ールしようとするオペレーティングシステムによっては、特殊な 
手順でセットアップしなければならない場合があります。 

シームレスセットアップ未対応の大容量記憶装置コント 
□ーラを利用する場合 

最新のディスクアレイコント□—ラなど、本装置に添付の EXPRESSBUILDER に対応してい 
ない大容量記憶装置コントローラが接続されたシステムにおいて、〇 S の再インストールな 
どをする場合は、次の手順でセットアップしてください。 

■： • ビルド•トウ•才ーダーにより、〇 S 組み込み出荷された状態からセットアップを開始 

U >7 F 1 する場合には、本操作を行う必要はありません。 

• シー厶レスセットアップに対応しているボードの一覧については、次のホー厶ぺージか 
ら参照できます ExpressPicnicJ をクリックしてくださし、）。 

http :// www . ace . comp . nec . co . jp / 


1. セットアップしようとする大容量記憶装置コントローラの説明書を準備する。 

I チェック I 

本書の内容と大容量記憶装置コント□ーラの説明書との内容が異なる場合は、大容量記憶装置 
コントローラの説明書を優先してください。 

2. ディスクアレイコントローラの場合は、コントローラの説明書に従って RAID の設定を行う。 
RAID 設定の不要な大容量記憶装置コントローラの場合は、手順3へ進んでください。 

3. EXPRESSBUILDER CD - ROM からシステムを起動させる。 

4. シームレスセットアップを実行し、次のような内容に設定されていることを確認する。 

• アレイディスクの設定画面が表示された場合は、[既存の RAID を使う]をチェックする 

一 E12E] 

コントローラによっては、設定画面が現れなぃことがあります。 

• [大容量記憶装置用 OE M - FD の適用をする]をチェックする 

このオプションをチェックすることで、フロッピーディスクで提供されてぃるドライバを読 
み込ませて、シー厶レスセットアップを進めることができます。 

5. シームレスセットアップの途中で[大容量 
記憶装置用ドライバ]をコピーする。 

大容量記憶装置コント□ーラに添付され 
ているフロッピーディスクをフロッピー 
ディスクドライプにセットし、以降は画 
面のメッセージに従って操作してくださ 
い。 


「大容量記憶装置用 0EM-FDJ をフロッピーディスク 
ドライブに挿入してください。 

I 0 K | 「終了 | 
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マニュアルセットアップ 

Express サーバへのオペレーティングシステムのインストールは、シームレスセットアップ 
を使用することをお勧めしていますが、特殊なインストールに対応する場合、マニュアル 
セットアップが必要になることがあります。 

シームレスセットアップを使わずに Windows Server 2003をインストールする方法につい 
ては、 EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメント 「Microsoft Windows 
Server 2003 Standard Edition インストレーションサプリメントガイド」を参照してくださ 
い。また、あらかじめ EXPRESSBUILDER から、「サポートディスク」を作成しておいてくだ 
さい。 

^ オプションボードを接続する場合は、オプションボードに添付の説明書も併せて参照してく 

L チェックI たさい。 


サポートディスクとは？- 

シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順「マニュアルセットアッ 
プ」では 、 「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 と呼ばれるサポー 
トディスクが必要です。 

「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDERJ には 、 Windows Server 
2003のインストールで必要となる本体標準装備のネットワークやディスプレイ用のドライ 
バなどが含まれています。マニュアルセットアップを始める前に 「Windows Server 2003 
OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 を用意してください。 

1. 3.5 インチフロッピーディスクを1枚用意する。 

2 . 周辺装置、 Express サーバの順に電源を〇 N にする。 

3. Express サーバの CD - ROM ドライプに添付の 「 EXPRESSBUILDERJCD - R 〇 M をセツトする。 

4. CD - R 〇 M をセットしたら、リセットする（く Ctrl >+< Alt >+< Delete > キーを押す)が、電源を〇 FF / 
ON して Express サーバを再起動する。 

CD - R 〇 M からシステムが立ち上がり、 EXPRESSBUILDER が起動します。 

5. [ツールメニュー]がら[サポートディスクの作成]を選択する。 

6. [サボートディスク作成メニュー]から [Windows Server 2003 OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDER ] を選択する。 

7. 画面の指示に従ってフロッピーディスクをセットする。 

「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 が作成されます。 

作成した 「Windows Server 2003 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 はライトプ□テクトを 
し、ラベルを貼って大切に保管してください。 

本装置の他に Win do ws ( Windows 9 5 以降、 

Windows NT 4.0 以降)が動作するコンピュータをお 
持ちの場合は、 Windows 上で EXPRESSBUILDER 
CD - R 〇 M をセットすると起動する「マスターコント 
□—ルメニュー」から Windows Server 2003 OEM - 
DISK for EXPRESSBUILDER を作成することもでき 
ます。 
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論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順 

ここでは論理ドライブが複数存在する場合の再セツトアップ手順とドライブ文字の修正手順 
について説明します。 


再セットアップをはじめる前に 

万一の場合に備えて再セツトアップを開始する前に、必ずデータのバックアップを行ってく 
ださい。 


再セットアップ手順 

1. 本書および「インストレーションサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアルセットアップを 
開始する。 

2. 次のメッセージが表示されたら、〇 S をセットアップしたいパージョンを選択する。 


次の一覧には、このコンピュータ上の既存のパーテイシヨンと未使用の 
領域が表示されています。 

上下の方向キーを使って、一覧からパーティションを選択してください。 



システムポリューム、またはブートボリュームのドライブ文字はセットアップ完了後は修正で 
きません。この画面で正しいドライブ文字が割り当てられていることを確認してからセットアッ 
プを続行してください。 

3. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアルセットアップを 
続行する。 

4. セットアップ完了後、再セットアップ前とドライプ文字が異なる場合があります。ドライブ文字 
の修正が必要な場合は r ドライプ文字の修正手順」に従ってドライプ文字を変更する。 


ドライブ文字の修正手順 

以下の手順では、システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字は変更でき 
ませんので、ご注意ください。 

1. [スタート]メニューの[マイコンピュータ]を右クリックして[管理]を選択し、[コンピュータの管 
理]を起動する。 

2. 左側のウィンドウの中から、[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライプ文字を変更したいボリュームを選択して右クリックを行い、[ドライブ文字とパスの変更] 
を選択する。 

4. [変更]を選択する。 

5. [次のドライブ文字を割り当てる]を選択し、割り当てたいドライブ文字を選択する。 


36 








6. [ OK ] を選択する。 

7. 以下の確認メッセージが表示されたら、[はい]を選択する。 

ボリュームのドライブ文字を変更すると、プログラムが動作しないことが 
あります。このドライブ文字を変更しますが？ 

8. [コンピュータの管理]を終了する。 
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Windows 2000 のセツトアップ 


ハードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows 2000やシステムのセットアップをします。再イ 
ンストールの際にも参照してください。 


カスタムインストールモデルのセットアップ 


「ビルド•トウ•オーダー」で「カスタムインストール」を指定して購入された Express サーバ 
のハードディスクドライブは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定から、 
〇 S 、 Express サーバが提供するソフトウェアがすべてインストールされています。 

ゾ ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された Express サーバで初 
rfj ^ i めて電源を〇 N にするときのセットアップの方法について説明しています。再セットアップ 

- をする場合や、その他の出荷状態のセットアップをする場合は、「シームレスセットアップ」 

を参照してください。 

セットアップをはじめる前に -購入時の状態にっぃて- 

セットアップを始める前に次の点について確認してください。 

Express サーバのハードウェア構成(ハードディ 
スクドライブのパーティションサイズも含む）や 
ハードディスクドライブにインストールされてい 
るソフトウェアの構成は、購入前のお客様による 
オーダー（ビルド•トウ • オーダー）によって異な 
ります。 

右図は、標準的な Express サーバのハードディス 
クドライブの構成について図解しています。 



空きエリア 


Microsoft Windows 
2000 


八ードディスク 
ドライブ 


セットアップの手順 

次の手順で Express サーバを起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、 Express サーバの順に電源を〇 N にし、そのまま Windows を起動する。 
[Windows 2000 Server セットアップ]画面が表示されます。 

2. [次へ]をクリックする。 

[使用許諾契約]画面が表示されます。 

3. [同意します]にチェックをして、[次へ]をクリックする。 

以降、使用者名やプ□ダクトキーなどの設定画面が次々と表示されます。 

4. 画面の指示に従って必要な設定をする。 

セツトアップの終了を知らせる画面が表示されます。 
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5. [完了]をクリックする。 

Express サーバが再起動します。 

6. 再起動後、システムにログオンする。 

7. 49ページの手順13以降を参照して、 PROSetl のインストールとネットワークドライバの詳細設 
定およびグラフィックスアクセラレータドライバをアップデートする。 

8. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、オプションに添 
付の説明書を参照してドライバをインストールする。 

9. 52ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

10. 出荷時にインストール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインス I -ールされていま 
す。例として次のようなソフトウェアがあります。 

• ESMPRO/ServerAgent 

• エクスプレス通報サービス* 

• FastCheck * 

• ESMPR 〇 / UPSController (本ソフトウェアを購入された場合のみ)* 

• PowerChute ソフトウェア（本ソフトウェアを購入された場合のみ)* 

上記のソフトウェアで「*」印のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状態に設定または 
確認をしなければならないソフトウェアを示しています。「ソフトウェア編」の 「 Express 本体用パ 
ンドルソフトウェア」を参照して使用環境に合った状態に設定してください。 



カスタムセットアップで出荷された場合、インス!ルされている Service Pack のバージヨ 
ンと、装置に添付されている Service Pack のバージヨンが異なる場合があります。 

装置にインス I ルされている Service Pack 以降のバージヨンが添付されている場合は、装 
置に添付の 「Windows 2000 RURx 対応 (Service Pack x ) インス I ル手順書」を参照し 
てサービスパックのインストールを行ってください 。 Service Pack 情報に関しては、下記サ 
イトより詳細情報をご確認ください。 

[NEC 8番街] http :// nec 8. com / 

11. 56ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 


以上でカスタムインストールで購入された本装置での初めてのセットアップは終了です。再 
セットアップをする際は「シームレスセットアップ」を使ってください。 


導入編 
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シームレスセツトアツ 



EXPRESSBUILDER の「シームレスセツトアップ」機能を使って Express サーバをセツトアツ 
プします。 


「シームレスセットアップ」とは、ハードウェ 
アの内部的なパラメータや状態の設定から 
OS (Windows 2000) ,各種ユーティリティ 
のインストールまでを添付の CD-ROM 
「 EXPRESSBUILDER 」 を使って切れ目なく 
(シームレスで）セットアップできる 
Exp 「 ess 58 〇〇シリーズ独自のセットアップ 
方法です。ハードディスクドライブを購入時 
の状態と異なるパーティション設定で使用す 
る場合や〇 S を再インストールする場合は、 
シームレスセットアップを使用してくださ 
い。煩雑なセツトアップをこの機能が代わつ 
て行います。 



F | isillgilll ■ Ill si 

1 

■ 

r シー厶レスセットアップ」とは 4 ハードウエア 
- の内部的なパラメ—^や状態の設定から 0S、 各種 

^4 ) 1 ユー亍ィリ亍ィ <D イン又卜ールまでを添付 (D 

/ノ CD-ROM「EXPRESSBUILDER! を使って切れ g なく 

zmmajfy (シ-厶レスで）セットアップできる独自の 

d // セットアップ方法です办 

-ハードディスクを K 入時の状態と異なるパーティ 
• 10 SBS ヨン設定で使用する場合や os を再インストール 

す名場会は*シー厶レXセットアップを使用して 

00 

00 

1 1 1 

0 c 

ください e ットアップをこの®■が代ノ 

ゎって行ぃますノ 〆’ 

IPJMI 

シームレスセットアップは*セットア>3^^ 

する前にセットアップに必要な情報を編集し 
フロッビーディスクに保存し * セットアップ❿眩 
にそ©情報を逐一読み出して自動的に一連©セッ 
トアップを進めるというも©でれ 
このとき使用されるフロッビーディズクのことを 
r セットアップパラメータ FDJ と呼びます • 


シームレスセットアップは、セットアップを開始する前にセットアップに必要な情報を編集 
しフロッピーディスクに保存し、セットアップの際にその情報を逐一読み出して自動的に一 
連のセットアップを進めるというものです。このとき使用されるフロッピーディスクのこと 
を「セットアップパラメータ FD 」 と呼びます。 

シームレスセットアップを使用しないインストール方法など、特殊なセットアップについて 
は、57ページの「応用セットアップ」で説明しています。 

P ： • 「セットアップパラメータ FD 」 とはシームレスセットアップの途中で設定.選択する情 
報が保存されたセットアップ用ディスクのことです。 

シー厶レスセットアップは、この情報を元にしてすべてのセットアップを自動で行いま 
す。この間は、 Express サーバのそばにいて設定の状況を確認する必要はありません。 
また、再インストールのときに前回使用したセットアップパラメータ FD を使用すると、 
前回と同じ状態に Express サーバをセットアップすることができます。 

• セットアップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER パッケージの中のブランクディスク 
をご利用ください。 

• セットアップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER にある「 ExpressPicnic ®」 を使って事 
前に作成しておくことができます。 

事前に「セットアップパラメータ FD 」 を作成しておくと、シー厶 レス セットアップの間 
に入力や選択しなければならない項目を省略することができます。（セットアップパラ 
メータ FD にあるセットアップ情報は、シー厶 レス セットアップの途中で作成•修正す 
ることもできます）。 Express サーバの他に Windows 95/98/ Me、Windows NT 3.51以 
降 、 Windows XP / 2000または Windows Server 2003で動作しているコンピユータがお 
手元にある場合は、 ExpressPicnic を利用してあらかじめセットアップ情報を編集して 
おくことをお勧めします。 

ExpressPicnic を使ったセットアップパラメータ FD の作成方法については、141ぺージ 
で説明しています。 
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OS のインス I -ールについて 

os のインス I -ールを始める前にここで説明する注意事項をよく読んでください。 


本装置がサボートしている〇 S について 

本装置がサポートしている〇 S は Microsoft ® Windows ® 2000 Server 日本語版(以降、 
「Windows 2000」と呼ぶ)です。 

その他の〇 S をインス I -ールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお問 
い合わせください。 


Windows 2000につし、て 

Windows 2000は、シームレスセットアップでインストールできます。ただし、次の点に 
ついて注意してください。 

91-0 • インス!ルを始める前にオプションの増設や Express サーバ本体のセットアップ 

( bios やオプションポードの設定)をすベて完了させてください。 

• NEC が提供している別売のソフトウェアパッケージにも、インストールに関する説明 
書が添付されていますが、本装置へのインストールについては、本書の説明を参照して 
ください。 

• シームレスセットアップを完了した後に52ページを参照して「メモリダンプの設定」な 
どの障害処理のための設定をしてください。 


ミラー化されているポリユームへのインス I "ールについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインストールする場合は、イ 
ンストールの実彳了前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに民し、インストール完 
了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータの管 
理]内の[ディスクの管理]から行えます。 

MO 装置の接続について 

インストール時に M 〇装置を接続したままファイルシステムを NTFS に設定すると、ファイ 
ルシステムが正しく変換されない場合があります。ファイルシステムが正しく変換されな 
かった場合は、 M 〇装置を外してインストールを最初からやり直してください。 

DAT 等のメディアについて 

シームレスセットアップでは、 DAT 等のインストールに不要なメディアはセットしないでく 
ださい。 

ハードディスクドライブの接続について 

OS をインストールするハードディスクドライブ以外のハードディスクドライブを接続する 
場合は、〇 S をインストールした後から行ってください。 


導入編 
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単体接続の八ードディスクドライブの記憶容量について 

記憶容量が 128 GB 以上の大容量ハードディスクドライブを単体ディスクとして使用して〇 S 
をインス I -ールしないでください。 


異なる種類の RAID ポードの接続について 


異なる種類の RAID ボードの共存状態でのシームレスセットアップはサポートしていません。 
〇 S をインス I -ールする RAID ボード以外は接続していない状態でシームレスセツトアップを 
実行してください。 


作成するパーテイシヨンサイズについて 


システムをインストールするパーティションの必要最小限のサイズは、次の計算式から求め 
ることができます。 

インス I -ールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ+ダンプファイルサイズ 
インストールに必要なサイズ =1000 MB 

ページングファイルサイズ(推奨）=搭載メモリサイズ X 1.5 
ダンプファイルサイズ =搭載メモリサイズ+ 12 MB 

H -0 • 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報(メモリダンプ)採取のために必要なサイ 

ズです。ページングファイルサイズの初期サイズを「推奨」値未満に設定すると正確なデ 
バッグ情報(メモリダンプ)を採取できない場合があります。 

參1つのパーティションに設定できるページングファイルサイズは最大で4095 M 巳で 
す。搭載メモリサイズ xl . 5倍のサイズが4095 MB を超える場合は、4095 MB で設 
定してください。 

參搭載メモリサイズが2 G B 以上の場合のダンプファイルサイズの最大は、 
「2048 MB +12 MB 」 です。 

• その他アプリケーションなどをインストールする場合は、別途そのアプリケーションが 
必要とするディスク容量を追加してください。 

例えば、搭載メモリサイズが51 2 MB の場合、必要最小限のパーティションサイズは、前述 
の計算方法から 

1〇〇 0 MB + (512 MB X 1.5) + (512 MB + 12 MB ) = 2292 MB 
となります。 

■ I ： シームレスセットアップでインストールする場合、必要最小限のパーティションサイズは以 

[ppi 下のように計算してください。 

• Windows 2000 Service Pack を適用しない場合 

「前述の必要最小限のパーティションサイズ」もしくは 「4095 MB 」 のうち、どちらか大き 
ぃ方 

• Windows 2000 Service Pack を適用する場合 

「前述の必要最小限のパーティシヨンサイズ + 850 MB 」 もしくは 「4095 MB 」 のうち、ど 
ちらか大きい方 
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ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブへの再インストールに 

ついて 

夕'イナミックディスクへアップグレードしたハードディスクドライブの既存のパーティシヨ 
ンを残したままでの再インストールはできません。 

既存のパーティシヨンを残したい場合は、 「 EXPRESSBUILDERJCD - R 〇 M に格納されてし、 
るオンラインドキュメント 「Microsoft Windows 2000 Server インストレーシヨンサプリ 
メントガイド」を参照して再インストールしてください。 

インストレーシヨンサプリメントガイドにも夕'イナミックディスクへのインストールに関す 
る注意事項が記載されています。 

Service Pack の適用について 

Express 5800シリーズでは 、 Service Pack を適用することができます。本装置に添付され 
ている Service Pack 以降の Service Pack を使用する場合は、下記サイトより詳細情報を確 
かめた上で使用してください。 

[NEC 8番街] http :// nec 8. com / 
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セットアップの流れ 

シームレスセツ トアップで行う セツ トアップの流れを図に示します。 






」：入力や選択が必要な作業 
] :自動的に作業が進む内容 


※lRAID コント□ーラが搭載されていて、セットアップパラメータ FD の作成時に 「RAID 新規作成」 
にチェックをした場合のみ。 

※2 0 S の選択で[その他]を選択したときはここで終了する。 
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セツトアップの手順 


次にシームレスセットアップを使ったセットアップの手順を説明します。 

セットアップパラメータ FD を準備してください。事前に設定したセットアップパラメータ 
FD がない場合でもインストールはできますが、その場合でも 1.44 MB の DOS フォーマット済 
みのフロッピーディスクが1枚必要となります。セットアップパラメータ F 口は 
EXPRESSBUILDER パッケージの中のブランクディスクを使用するか、お客様でフロッピー 
ディスクを1枚用意してください。 


システムの構成を変更した場合は「システムのアップデート」を行ってください。 

Windows 2000の起動後にグラフィックスアクセラレータドライバやネットワークア 
ダプタなどのドライバの変更、または追加する場合は、オンラインドキュメントの 
「Microsoft Windows 2000 Server インストレーシヨンサプリメントガイド」を参 
照してください。 


周辺装置、 Express サーバの順に電源を〇 N にする。 


I チェック] 


〇 S をインストールするときに M 〇装置を接続したまま作業を行うと、インストールに失敗 
することがあります。失敗した場合は、 M 〇装置を外してインストールを最初からやり直し 
てください。 

〇 S をインストールするハードディスクドライブ以外のハードディスクドライブを接続する 
場合は、〇 S をインストールした後から行ってください。 

論理ドライプを複数作成している場合は、「論理ドライプが複数存在する場合の再セット 
アツプ手順」 (59 ページ)を参照してください。 


2. Express サーバの CD - ROM ドライプに 「 EXPRESSBULDERJCD - R 〇 M をセツトする。 

3. CD - R 〇 M をセツトしたら、リセツトする（く Ctrl 〉 + < Alt > + < Delete > キーを押す）か、電源を 
〇 FF /0 N して Express サーバを再起動する。 

CD - R 〇 M からシステムが立ち上がり、 EXPRESSBUILDER が起動します。 

4. [シームレスセツトアップ]をクリックす 
/ 〇) 〇 


「お願い」が表示されます。 


r シー厶レスセットアップ j とは、ハードウエア 
の内部的なパラメータや状態の設定から os 、 各種 
ユーティ 1 J 亍ィインストールまでを添付の 
CD-ROM rEXPRESSBlULDERj を使って切れ日なく 
(シームレスで）セットアップできる HA 自の 
セットアップ方法です • 

ハードディスクを K 入時の状態と異なるバーティ 
4ヨン設定で使用する場合や 0 S を再インストール 
す名シー厶レスセットアップを使用して 
ください • ットアップをこの檐後が代 

わって行います • / 

シームレ X セットアップは、セットアタ^拥姶 
する前にセットアップに必要な情*を編集し 
フロッビーディスクに保存し、セットアップの匾 
にその情*を逐一読み出して自動的に一連のセッ 
トアップを進めるというものでれ 
ことぎ使用されるプロッビ4ィスク〇> ことを 
「セットアップパラメータ FDJ と呼びます • 


5. 記載内容をよく読んでがら[確認]をクリックする。 

「セットアップパラメータ FD を挿入してください。」というメッセージが表示されます。 
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6 . 「セットアップパラメータ FD 」 をフロッピーディスクドライプにセットし、[確認]をクリックす 
る 0 

I チェック I 

• 「セットアップパラメータ FD 」 をお持ちでない場合でも、 1.44 MB の DOS フォーマット済み 
フロッピーディスク（プランクディスク）をフロッピーディスクドライプにセットし、[確認] 
をクリックしてください。 

• セットしたセットアップパラメータ FD は指示があるまで取り出さないでください。 

[設定済みのセットアップパラメータ FD をセットした場合] 

セットした「セットアップパラメータ FD 」 内のセットアップ情報ファイルが表示されます。 

①インス!ルに使用するセットアップ情報ファイル 
名を選択する。 

選択されたセットアップ情報ファイルに修正でき 
ないような問題がある場合（たとえば 
ExpressPicnic Ver .4 以前で作成される 「 Picnic - 
FD 」 をセットしているときなど）、再度「セットアッ 
プパラメータ FD 」 のセットを要求するメッセージが 
表示されます。セットしたフロッピーディスクを 
確認してください。 

セットアップ情報ファイルを指定すると、「セットアップ情報ファイルのパラメータの確認、 
修正を行いますか」というメッセージが表示されます。 

© 確認する場合は[確認]を、確認せずにそのままインス!-ールを行う場合は、[スキッア]をクリツ 
クする。 



[確認]をクリック—手順7へ進む 
[スキッア]をクリック—手順8へ進む 


[ブランクディスクをセットした場合] 

①[ファイル名: ( A )] の下にあるボックス部分をクリック 
するか、 < A > キーを押す。 

入カボックスが表示されます。 

© ファイル名を入力する。 

[オペレーティングシステムインス I ルメニュー] 
が表示されます。リストには、この装置がサポート 
している 0 S が表示されます。 



(3) リストボックスからインストールす 
る [Windows 2000] を選択する。 


Express 5800シリーズ EXPRESSBUILDER Ver3.xxx-x Copyright(C) NEC Corporation 2003 


[作業手順] 

—セットアッア情報の入力/確認 
デ'イスクアレ a ンフイグレ-シヨン 
ハ。-ティシヨンの作成 
ハ。-ティシヨンのフォ-マット 
NECT /ユ-ルのコヒ。- 
OS CD-ROM の挿入 
自動セットアツアの開始 


|オペレーティングシステムインス!''ールメニュー 
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〇 S のインストール中に設定する内容を確 
認する。 

本体に RAID コントローラが搭載されてい 
る場合は、[アレイディスクの設定]画面 
が表示されます。設定内容を確認し、必 
要なら修正を行ってから[次へ]をクリツ 
クしてください。 


イ饮 D 設定] T イスクル P ン HJ イ 


ア W テ、伽設定 

丨 する 

」 

RAID の作成 

1既存 RAID を使用する 

コ 

接続テ''イスりの!-灿数 


コ 

心りを構成 r るテ''イス嫩 


コ 

ツりを構成する RAID 


コ 

ラ m 屮の設定 


コ 

ラ仆トドの租^ 


1 


| 再 1!! 込丨 | 

、丨 卜げ 丨 


次に、 [ NEC 基本情報]画面が表示されま 
す。設定内容を確認し、必要なら修正を 
行ってがら[次へ]をクリックしてくださ 
い(画面中の「対象マシン」は機種によって 
表示が異なります。） 

以降、画面に表示される[次へ]、[戻 
る]、[ヘルア]をクリックして設定を確認し 
ながら画面を進めてください。設定内容 
は必要に応じて修正してください。 


<表示例> 


I bxpress 5800 /xxx 


0S の種類 
0S( 


[Windows 2000 Server 


;の言語 
テイシヨンの使 


[日榻 


八。-ティシヨンの使用方法 
ハ。-ティシヨ:/ twr (全領域 =*) 
ファ舰テムの NTFS への]:/ハ、、-卜 
サ -r 刀 rw の適用 
インストルハ。ス 


Iする 


[WINNT 


読込丨丨次へ丨丨 • I 


w-oira 

• os をイ;: 


をインストールするパーティションは、必要最小限以上のサイズで確保してください。 

「ノ <- ティションの使用方法」で「既存ノ〈ーティションを使用する」を選択すると、最初のパー 
テイシヨンの 1 倩報はフォーマツトされ、すべてなくなります。それ以外のパーテイシヨンの 
情報は保持されます(下図参照)。 


第1パーティション 

第2パーティション 

第3パーティション 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードしたハードディスクドライブの既存のパーティショ 
ンを残したまま再インストールすることはできません (43 ページ参照）。「パーティション 
の使用方法」で「既存パーティションを使用する」を選択しないでください。 

• 「パーティションの使用方法」で「新規に作成する」を選択したとき、「パーティション」の設 
定値は1 20 GB 以上の値を指定しないでください。 

• 「パーティション」に4095 MB 以外を指定した場合は NTFS へのコンバートが必要です。 

• 「パーティションの使用方法」で「既存パーティションを使用する」を選択したとき、流用す 
るパーティション以外にノ V ° —ティションが存在しなかった場合、そのディスクの最大領域を 
確保して Windows 2000をインス I -ールします。 

• 設定内容に不正がある場合は、次の画面には進めません。 

• 実領域が120 GB 以上になる場合は、パーティションサイズに「全領域」を指定しないでくだ 
さい0 

• ここでは日本語の入力はできません。使用者名と会社名を日本語で入力したい場合は、ログ 
オン後に入力画面がポップアップされますので、その時に再入力し、設定してください。こ 
こでは、仮の名前を入力してください。 

• 前画面での設定内容との関係でエラーとなり、前画面に戻って修正し直さなければならない 
場合もあります。 
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• [ NEC 基本情報]画面にある[再読込]をクリックすると、セットアップ情報ファイルの選択 
画面に戻ります。[再読込]は、 [ NEC 基本情報]画面にのみあります。 

• [コンビュータの役害！ J ] 画面にある[終了]をクリックすると、その後の設定はシー厶レスセッ 
トアップの既定値を自動的に選択して、インストールを行います。 

設定を完了すると自動的に再起動します。 

8 . オプションの大容量記憶装置ドライバの 
モジュールをコピーする。 

オプションの大容量記憶装置ドライバを 
インストールする場合は、大容量記憶装 
置に添付されているフ□ッピーディスク 
をフロッピーディスクドライプにセット 
し、メッセージに従って操作してくださ 
い。 

9 . 追加するアプリケーションをインストー 
ルする。 

シームレスセットアップに対応している 
アプリケーションを追加でインストール 
する場合は、メッセージが表示されま 
す。 


追加するアブ U ケーシヨンのインスIル 
媒体を CD-ROM またはフ□ツビーディスク 
ドライブに挿入してください。 

foK I 「終了 1 


「太容量記憶装置用 OEM-FDJ をフロッピーディスク 
ドライブに挿入してください。 

I ° K 1 I 終了 I 


10. メッセージに従って 「 EXPRESSBUILDERJCD - R 〇 M とセットアップパラメータ FD を CD - ROM ド 
ライプとフロッピーディスクドライブから取り出し 、 Windows 2000 CD - R 〇 M を CD - R 〇 M ドラ 
イプにセットする。 

[ソフトウ I ア使用許諾契約]画面が表示されます。 

11 . よく読んでから、同意する場合は、[同意 
します]をクリックするか、 < F 8> キーを 
押す。同意しない場合は、[同意しませ 
ん]をクリックするか、 < F 3> キーを押 
す。 

I w-OIM 

同意しないと、セットアップは終了 
し 、 Windows 2000はインス I -ール 
されません。 

12. NEC 基本情報で「サービスパックの適用」を[する]にした場合は、次の操作をする。 

①メッセージに従ってセットアップパラメータ FD をフロッピーディスクドライブから取り出 
し 、 Windows 2000 CD - R 〇 M を CD - ROM ドライブから取り出す。 

②メッセージに従って Windows 2000 Service Pack CD - R 〇 M を CD - ROM ドライプにセツト 
する。 



Windows 2◦◦◦と指定したアプリケーションは自動的にインス I ''―ルされ、システムにログオン 
します。 
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13. PROSetl をインストールする。 

PR 〇 Set I は、ネットワークドライバに含まれるネットワーク機能確認ユーティリティです。 

PR 〇 Set I を使用することにより、以下のことが行えます。 

ーアダプタ詳細情報の確認 

ーループバックテスト、バケット送信テストなどの診断 
— Teaming の設: iE ； 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、サーバに耐障害性に優れた環境を 
提供し、サーバースイッチ間のスループットを向上させることができます。このような機能を利 
用する場合に PROSet I が必要になります。 

PROSetl をインストールする場合は、以下の手順に従ってください。 

① 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM を CD - R 〇 M ドライブにセットする。 

© スタートメニューの[プログラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エクスプローラ]をク 
リックする。 

③ 「く CD - R 〇 M のドライブレタ ー>:¥ WINNT ¥ W 2 K ¥ PC 6 2 C¥HD 1 ¥WINDOWS 
¥卩只〇3巳丁2¥1み32¥卩闩〇3巳丁.1\/131」アイコンを夕'ブルクリックする。 

[ Intel ( R ) PROSetl InstallShield Wizard ] が起動します 0 

④ [ Next ] をクリックする。 

⑤ [I accept the terms in the license agreement ] を選択し、 [ NEXT ] をクリックする。 

⑥ [ Typical ] を選択し、 [ NEXT ] をクリックする。 

⑦ [ Install ] をクリックする。 

[InstallShield Wizard Complated ] が表示されます 0 

⑧ [ Finish ] をクリックする。 

( D システムを再起動する。 

14. ネットワークドライバの詳細設定をする。 

標準装備のネットワークドライバは、自動的にインストールされますが、転送速度と Duplex モー 
ドの設定が必要です。 

また、必要に応じてプロトコルやサービスの追加/削除をしてください。[ネットワークとダイヤ 
ルアップ接続]から口ーカルエリア接続のプロパティダイアログボックスを表示させて行います。 

サー ビスの追加にて、 [ネッ トワーク モニタ] を 追加する ことを お勧めし ます。 [ネットワークモ 
二 夕]は、 [ネッ トワーク モニタ] を インストールしたコンピュータが送受信するフ レー 厶（また 
はパケット） を 監視する ことができます。 ネットワーク障害の解析な どに 有効な ツールです。 イ 
ンストールの手順は、この後の「障害処理のためのセットアップ」 を 参照してくださぃ。 

[ PR 〇 Setl をインストールしてない場合] 

①スタートメニューがら[設定]をポイントし、[ネットワークとダイヤルアップ接続]をクリッ 
クする。 

[ネットワークとダイヤルアップ接続]ダイアログボックスが表示されます。 
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②[口ーカルエリア接続]アイコンを右クリックし、ポップアップメニューから[プロパティ]を 
クリックする。 

[口ーカルエリア接続のプロパティ]ダイアログボックスが表示されます。 

(3) [構成]をクリックする。 

ネットワークアダプタのプロパティダイアログボックスが表示されます。 

® [詳細設定]タブをクリックし 、 [Link Speed & Duplex ] を HUB の設定値と同じ値に設定す 
る。 

⑤ ネットワークアダプタのプロパティダイアログボックスの[〇 K ] をクリックする。 

⑥ [口ーカルエリア接続のプロパティ]ダイアログボックスの[〇 K ] をクリックする。 

以上で完了です。 

[ PROSetl をインストールしている場合] 

① スタートメニューから[コント□—ルパネル]を選択する。 

[コントロールパネル]ウィンドウが表示されます。 

② [ Intel ( R ) PROSetl ] アイコンをダブルクリックする。 

[ Intel ( R ) PROSetl ] ダイアログボックスが表示されます。 

③ リスト中の 「Intel 8255 x-based PCI Ethernet Adapter （1〇/1〇〇)」をクリックして選択す 

名) 〇 

④ [ Advanced ] タブをクリックし 、 [Link Speed & Duplex 」 を HUB の設定値と同じ値に設定す 
る。 

⑤ [ Intel ( R ) PROSetl ] ダイア□ク'ボックスの [ OK ] をクリックする。 

以上で完了です。 

15. 標準で装備されているグラフィックスアクセラレータ用ドライバをアップデートする。 

オプションのグラフ ィッ クスアクセラレータボードを使用する場合は、そのボードに添付されて 
いる説明書に従ってドライバをインストールしてください。 

① 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - R 〇 M を CD - R 〇 M ドライプ、にセットする。 

© スタートメニューの[プログラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エクスプローラ]をク 
リックする。 

③ 「く CD - R 〇 M のドライブレター >:¥ WINNT ¥ VIDE 0¥ W 2 K 」 ディレクトリ内の 「 SETUP . EXE 」 ア 
イコンをダプルクリックする。 

④ メッセージに従ってインストール作業を進める。 

「デジタル署名が見つかりません」というメッセージが表示された場合は、[はい]を選択し 
て、インストールを続けてください。 

⑤ 「 EXPRESSBUILDERJCD - R 〇 M を CD - ROM ドライブがら取り出し、画面の指示に従ってシ 
ステムを再起動する。 

16. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、オプションに添 
付の説明書を参照してドライバをインストールする。 
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17. 52 ページの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 

18. 56ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

以上でシームレスセットアップを使ったセットアップは完了です。 

オプションのネットワークポードのドライバ 

オプションのネットワークボード ( N 8104-111)を使用する場合は、 EXPRESSBUILDER の 
ドライバとボード添付のドライバのバージョンを確認してください。 

CD - R 〇 M のドライブレター ¥ WINNT ¥ W 2 K ¥ PC 62 C ¥ FD 1¥ e 1000 nt 5 .sys 

CD - R 〇 M のドライブレター ¥ WINNT ¥ W 2 K ¥ PC 62 C ¥ FD 1¥ e 100 bnt 5 .sys 

ボードに添付のドライバが古い場合はインストレーションサプリメントガイドのネットワー 
クドライバの再インストール手順を参考にし 、 EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M に格納されて 
いるドライバをインス I -ールしてください。 

N81 04-1 11のドライバ 

[ CD - R 〇 M のドライブレター: ¥ W _ T ¥ W 2 K ¥ PC 62 C ¥ FD 1] 

USB 2.0 コント□—ラ用ドライバ 

本体標準装備の USB 2.0 コント□—ラ用デバイスドライバは、購入時にインストール済みで 
す(購入時にオペレーティングシステムのインストールを指定した場合）。 

ただし、システムの修復や再セットアップ(再インス!-ール）をした後は、「システムのアッ 
プデート」を実行することでインス I —ルされます。 
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障害処理のためのセツトアップ 


障害が起きたとき、より早く、確実に障害から復旧できるよラに、あらかじめ次のよラな 
セットアップをしておいてください。 

メモリダンプ(デバッグ情報)の設定 

Express サーバ内のメモリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設定です。 

if -〇 メモリダンプの注意 

春メモリダンプの採取は保守サービス会社の保守員が行います。お客様はメモリダンプの 
設定のみを行ってください。 

• ここで示す設定後、障害が発生し、メモリダンプを保存するために再起動すると、起動 
時に仮想メモリが不足していることを示すメッセージが表示される場合がありますが、 
そのまま起動してください。起動し直すと、メモリダンプを正しく保存できない場合が 
あります。 

次の手順に従って設定します。 

1. スタートメニューの[設定]をポイントし、[コント□—ルパネル]をクリックする。 

[コントロールパネル]ダイアログボックスが表示されます。 

2. [システム]アイコンをダブルクリックする。 

[システムのプロパティ]ダイアログボックスが表示されます。 
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5. テキストボックスにデバッグ情報を書き 
込む場所を入力する。 

<D ドライプに 「MEM 〇 RY.DMP」 という 
ファイル名で書き込む場合> 

D :¥ MEMORY.DMP 



• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨します。ただし、搭 
載メモリサイズが 2 G 巳を超える場合は、[完全メモリダンプ]を指定することはできません 
(メニューに表示されません)。その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +12 MB 以上(メモリサイズが 2 GB を超える場合は、 
2048 MB +12 MB 以上)の空き容量のあるドライブを指定してください。 

• メモリを増設した場合は、採取されるデバッグ情報(メモリダンプ)のサイズが変わります。 
デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ドライブの空き容量を確認してください。 


6. [パフォーマンスオプション]をクリックする。 

7. [仮想メモリ]ダイアログボックスの[変更]をクリックする。 

8. [選択したドライプのページングファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を[推奨]値以上に変更 
し、[設定]をクリックする。 



• 必ず 0 S パーティションに上記のサイズで作成してください。ページングファイルの[初期 
サイズ]を「推奨」値未満に設定すると正確なデバッグ情報(メモリダンプ)を採取できない場 
合があります。 

• 「推奨」値については、「作成するパーティションサイズについて (42 ページ)」を参照してく 
ださい。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングファイルの再設定を行ってくだ 
さい0 


9. [〇 K] をクリックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。メッセージに 
従って再起動してください。 
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ワトソン博士の設定 


ダンプシンボルテープル 
すべてのスレツドコンテキストをダンプ 
既存のログファイルに追加 
クラッシュダンプファイルの作成 


それぞれの機能の説明についてはオンラインヘルプを参照してください。 
6. [〇 K] をクリックする。 


Windows 2000ワトソン博士はアプリケーシヨンエラー用のデバッガです。アプリケーシヨ 
ンエラーを検出すると Express サーパを診断し、診断情報（ログ)を記録します。診断情報を 
採取できるよラ次の手順に従って設定してください。 

1. スタートメニューの[ファイル名を指定して実行]をクリックする。 


2. [名前]ボックスに「 drwtsn 32. exe 」 と入力 
し、[〇 K ] をクリックする。 

[Windows 2◦〇〇ワトソン博士]ダイアロ 
ク'ボックスが表示されます。 


ファイル名を指定して実行 


^JxJ 


幻 


麵職■德親 * f ル辨キ ユメ ント 


名前 (Q): jdrwtsn32.exe| 


zl 


キャンセル J 参照(旦) 


3. [ログファイルパス]ボックスに診断情報 
の保存先を指定する。 

rDRWTSN32.LOG」 というファイル名で 
保存されます。 






ネットワークパスは指定できません。 
口ーカルコンピュータ上のパスを指定 
してください。 


4. [クラッシュダンプ]ボックスにクラッ 
シュダンプファイルの保存先を指定す 
る0 




「クラッシュダンプファイル」は 
Windows Debugger で読むことができ 
るバイナリファイルです。 


ゥシュ七 (£): 


|C：¥Documents and Settings^All Us 


□ ヴファイ ) M ) $ ス ( L ): [s¥AII Users¥Docu ments¥ Dr Watson 
クラッシュ 4 

WAVE ： 

インストラクションの数 < P : 


r ォプション 

W 深万ジ^刃嗯 

ノ t ベてのスレッドコンテ： 

ノ既存の□ヴファイル[こ追加 (£) 
r メッセージポックスによる通知 ( u ) 
r 音(こよる通知迄） 
w クラッシュタンブファイルの作成① 


t リク•ーシヨンエラー@ 


OK 



5. [オプション]ボックスにある次のチェックボックスをオンにする。 


□ □ □ □ 
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ネットワークモニタのインス I -ール 

ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てること 
ができます。ネットワークモニタを使用するためには、インストール後、システムの再起動 
を行う必要がありますので、障害が発生する前にインストールしておくことをお勧めしま 
す。 

1. スタートメニューから[設定]をポイントし、[コントロールパネル]をクリックする。 
[コントロールパネル]ダイアログボックスが表示されます。 

2. [アプリケーションの追加と削除]アイコンをダブルクリックする。 

[アプリケーションの追加と削除]ダイアログボックスが表示されます。 

3. [Windows コンポーネントの追加と削除]をクリックする。 

[Windows コンポーネントウィザード]ダイアログボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]チェックボックスをオンにして[次へ]をクリックする。 

5 . ディスウの挿入を求めるメッセージが表示された場合は、 Windows 2000 CD-R 〇 M を CD-ROM 
ドライプにセットして[〇 K] をクリックする。 

6. [Windows コンポーネントウィザード]ダイアログボックスの[完了]をクリックする。 

7. [アプリケーションの追加と削除]ダイアログボックスの[閉じる]をクリックする。 

8. [コントロールパネル]ダイアログボックスを閉じる。 


ネットワークモニタは、スタートメニューから[プ□グラム] — [管理ツール]をポイントし、 
[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することができます。 

操作の説明については、オンラインヘルプを参照してください。 


管理ユーティリティのインストール 

添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - RQM には、本装置監視用の 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent _ te ' 
よび Express サーバ • ワークステーション管理用の rESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「_^ d ^ AM^I 
されています。 ESMPR 〇 / ServerAgent は、シームレスセットアップで自動的にインス!'■'一 
ルすることができます。 

[スタート]メニューの[プログラム]やコント□—ルパネルにインストールしたユーティリ 
ティのフォルタ'があることを確認してください。シームレスセットアップの設定でインス 
I '''ールしなかった場合は、第3編の r ソフトウェア編」を参照して個別にインストールしてく 
ださい。 

ューティリティには、ネットワーク上の管理 pc にインストールするものもあります。詳し 
くは第3編の「ソフトウェア編」を参照してくださぃ。 
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システムのアップデート ー Service Pack の適用一 

システムのアップデートは次のような場合に行います。 

• システム構成を変更した場合（内蔵オプションの機器を取り付け/取り外しをした場合） 
• システムを修復した場合 

• バックアップ媒体からシステムをリストアした場合 

(Service Pack 関連の Express 5800用差分モジュールを適用したシステムの場合は、再 
度 RUR のフロッピーディスクを使用して Express 5800用差分モジュールを適用してくだ 
さい。このとき Service Pack を再適用する必要はありません。） 

管理者権限のあるアカウント (Administrator 
など）で、システムに□グインした後、 

「 EXPRESSBUILDERJCD - R 〇 M を Express 
サーバの CD - R 〇 M ドライブにセットしてく 
ださい。 

表 TJX された画面「マスターコントロールメ 
ニュー」の[ソフトウェアのセットアップ]を 
左クリックし、メニューから[システムの 
アップ デー ト]をクリックすると起動しま 
す。以降は画面に表示されるメッセージに 
従って処理を進め 、 Service Pack を適用し 
てください。 


システム情報のノ（ックアップ 

システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム 
情報をバックアップすることをお勧めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧（リ 
ストア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをとってください。 

1. 3.5 インチフロッピーディスクを用意する。 

2. 「EXPRESSBUILDERJCD-R 〇 M を Express サーバの CD-R 〇 M ドライブにセットして、再起動する。 
EXPRESSBULDER から起動して 「EXPRESSBUILDER トップメニュー」が表示されます。 

3. [ツール]一[オフライン保守ユーティリティ]を選ぶ。 

4. [システム情報の管理]から[退避]を選択する。 

以降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 


〇オンライン F キュ，ント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


Master Control Menu 


• O 


f • V 7 卜917の 4 


Copyright NEC CorporaNon 


NEC 
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応用セツトアツ 



システムの環境やインストールしようとするオペレーティングシステムによっては、特殊な 
手順でセットアップしなければな6ない場合があります。 

シームレスセットアップ未対応の大容量記憶装置コント 
□ー ラを利用する場合 

最新のディスクアレイコントローラなど、本装置に添付の EXPRESSBUILDER に対応してい 
ない大容量記憶装置コント□ーラが接続されたシステムにおいて、〇 S の再インストールな 
どをする場合は、次の手順でセツトアップしてください。 


響〜 

rpn 


ビルド•トウ•才ーダーにより、〇 S 組み込み出荷された状態からセットアップを開始 
する場合には、本操作を行う必要はありません。 

シー厶レスセットアップに対応しているボードの一覧については、次のホー厶ぺージか 
ら参照できます （「 ExpressPicnic 」 をクリックしてくださし、）。 

http :// www . ace . comp . nec . co . jp / 


セットアップしようとする大容量記憶装置コントローラの説明書を準備する。 


I チェック I 


本書の内容と大容量記憶装置コントローラの説明書との内容が異なる場合は、大容量記憶装置 
コント□ーラの説明書を優先してください。 


2. ディスクアレイコントローラの場合は、コントローラの取扱説明書に従って RAID の設定を行う。 
RAID 設定の不要な大容量記憶装置コントローラの場合は、手順3へ進んでください。 

3. EXPRESSBUILDER CD - ROM からシステムを起動させる。 

4. シームレスセットアップを実行し、次のような内容に設定されていることを確認する。 

• アレイディスクの設定画面が表示された場合は、[既存の RAID を使う]をチェックする 


コントローラによっては、設定画面が現れないことがあります。 
[大容量記憶装置用〇 EM - FD の適用をする]をチ I ックする 


このオプションをチェックすることで、フロッピーディスクで提供されているドライバを読 
み込ませて、シー厶レスセットアップを進めることができます。 


5. シームレスセットアップの途中で[大容量 
記憶装置用ドライバ]をコピーする。 

大容量記憶装置コントローラに添付され 
ているフロッピーディスクをフロッピー 
ディスクドライプにセットし、以降は画 
面のメッセージに従つて操作してくださ 
い。 


「犬容量記憶装置用 0 EM - FDJ をフロッピーディスク 
ドライブに挿入してください。 


I PK | 「終了 | 
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マニュアルセットアップ 

Express サーバへのオペレーティングシステムのインストールは、シームレスセットアップ 
を使用することをお勧めしていますが、特殊なインス!-ールに対応する場合、マニュアル 
セットアップが必要になることがあります。 

シームレスセットアップを使わずに Windows 2000をインストールする方法については、 
EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメント 「Microsoft Windows 2000 
Server インストレーションサプリメントガイド」を参照してください。また、あらかじめ 
EXPRESSBUILDER から、各 0 S 用の「サボートディスク」を作成しておいてください。 

^ オプションボードを接続する場合は、オプションボードに添付の説明書も併せて参照してく 
I チェック I /しさい。 


-サポートディスクとは？- 

シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順「マニュアルセットアッ 
プ」では 、 「Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 と呼ばれるサポートディ 
スクが必要です。 

「Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 には 、 Windows 2 〇〇〇のインス 
トールで必要となる本体標準装備のネットワークやディスプレイ用のドライバなどが含ま 
れています。マニュアルセットアップを始める前に 「Windows 2000 OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDER 」 を用意してください。 

1. 3.5 インチフロッピーディスクを1枚用意する。 

2 . 周辺装置、 Express サーバの順に電源を〇 N にする。 

3. Express サーバの CD - ROM ドライプに添付の 「 EXPRESSBUILDERJCD - R 〇 M をセットする。 

4. CD - ROM をセットしたら、リセットする （< Ctrl >+< Alt >+< Delete > キーを押す)が、電源を〇 FF / 
〇 N して Express サーバを再起動する。 

CD - R 〇 M からシステムが立ち上がり、 EXPRESSBUILDER が起動します。 

5. [ツールメニュー]から[サボートディスウの作成]を選択する。 

6 . [サボートディスク作成メニュー]から [Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER ] 
を選択する。 

7. 画面の指示に従ってフロッピーディスクをセットする。 

「Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 が作成されます。 

作成した 「Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 はライトプロテクトをし、ラ 
ペルを貼って大切に保管してください。 

本装置の他に Windows (Windows 9 5以降、 

Windows NT 4.0 以降)が動作するコンピュータをお 
持ちの場合は、 Windows 上で EXPRESSBUILDER 
CD - R 〇 M をセットすると起動する「マスターコント 
口ールメニュー」から Windows 2000 OEM-DISK 
for EXPRESSBUILDER を作成することもできま 
す0 



58 





















論理ドライブが複数存在する場合の再セットアップ手順 

ここでは論理ドライブが複数存在する場合の再セツトアップ手順とドライブ文字の修正手順 
について説明します。 


再セットアップをはじめる前に 

万一の場合に備えて再セツトアップを開始する前に、必ずデータのバックアップを行ってく 
ださい。 


再セットアップ手順 

1. 本書および「インストレーションサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアルセットアップを 
開始する。 

2. 次のメッセージが表示されたら、〇 S をセットアップしたいバージョンを選択する。 


次の一覧には、このコンピュータ上の既存のパーティションと未使用の 
領域が表示されています。 

上下の方向キーを使って、一覧からパーティションを選択してください。 


I システムポリューム、またはブートポリュームのドライブ文字はセットアップ完了後は修正で 
きません。この画面で正しいドライブ文字が割り当てられていることを確認してからセットアッ 
プを続行してください。 

3. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアルセットアップを 
続行する。 

4. セットアップ完了後、再セットアップ前とドライブ文字が異なる場合があります。ドライブ文字 
の修正が必要な場合は r ドライブ文字の修正手順」に従ってドライブ文字を変更する。 


ドライブ文字の修正手順 

以下の手順では、システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字は変更でき 
ませんので、ご注意ください。 

1. [スタート]メニューの[マイコンピュータ]を右クリックして[管理]を選択し、[コンピュータの管 
理]を起動する。 

2. 左側のウィンドウの中から、[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライブ文字を変更したいボリュームを選択して右クリックを行い、[ドライブ文字とパスの変更] 
を選択する。 

4. [変更]を選択する。 

5. [次のドライブ文字を割り当てる]を選択し、割り当てたいドライブ文字を選択する。 
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6. [〇 K ] を選択する。 

7. 以下の確認メッセージが表示されたら、[はい]を選択する。 

ボリュームのドライプ文字を変更すると、プログラムが動作しないことが 
あります。このドライブ文字を変更しますが？ 

8. [コンピュータの管理]を終了する。 
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